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照明装置の内蔵。この比類のない

性能をもつ牛方式双視実体鏡“コ

ンドル"力叡更に便利になりました。

それはYパララックス調整。目の
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を写真移動せずに調整します。も

ちろん、向い側観測者の像を崩す

ことはありません。ツマミを回す

だけのワンタッチ。誰にでも目の

前に実体像がグーンとクッキリ。
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参議院議員

片山正英
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1977年の初春を迎え，日夜林業技術の研鑛を積まれ，林業の発展に尽力

されている全国の技術者各位に衷心より敬意とご祝詞を申し上げます。

地球上に存在する森林面積は，陸地総面積130"3,400万haの約29影に

当たる37億7,900万haであります。この中には経済的理由から木材生産の

困難な森林が14億6,400万ha(39%)を占めていますが，残る61%に当た

る23億1,500万haは経済林として生産活動の対象となっています。

現存する森林の多くは，人口の増加，社会経済の発展等に伴い，幾多の変

遷を経て今日まで保続されてきました。とくに18世紀末の産業革命以降に

おける資本主義経済の急速な発展過程では，欧米諸国で森林の危機的状態が

叫ばれ，その中から林業技術の進歩向上が図られ，危機を脱した森林は，人

類の幸せのために，今日まで多方面に活用されているのであります。

しかし，森林資源は，世界的に減少傾1句をたどっております。今後，発展

途上国を中心として，人口の急激な増加が予測され，鉱物資源の限界説が国

際的に大きな論議をよび，また，食粗確保対策も真剣に討議されています

が，森林資源に関しても同様に世界的な注目を集めております。

森林資源の保続培養を図り，より有効に活用していくことは，国際的な世

論となっているのでありますが，そのためには林業技術の向上がきわめて重

要であります。とくにわが国の場合，恵まれた資源としては森林が最も大き

な存在でありながら，国内における木材消費量の65％前後を海外の森林に

依存していること，また,地形上,気象上の条件等から，森林のもつ多面的効

用の総合発揮が社会的に強く要請されているのであります。ここに，林業技

術の高度化を図るべき緊要性が十分に認められるのでありますが，わが国に

おける試験研究および技術開発に対する政策は非常に希薄な存在といっても

過言ではないと思います。にもかかわらず，わが国の林業技術が世界のトッ

プ水準にあることは,研究者,技術者の勤勉と努力の結晶にほかなりません。

科学技術活動の指標となる研究費をみると技術開発等に対する国家投資の

少なさがはっきりします。営利を目的とした研究費を国が負担できない事情

にもよりますが，49年度におけるわが国の研究費総額2兆4,214億円のう

ち，民間が1兆7,788億円と73.5％を占め，政府は6,411億円とわずか

26.5％にすぎません。



この研究費を世界の主要国と比較してみると，アメリカ9兆3,400億円，

ソ連6兆3,500億円と，この両大国が群を抜いており，西ドイツ2兆7,100

億円，日本2兆4,214億円，フランス1兆3,900億円，イギリス1兆300億

円ですから，研究費総額でみる限り，わが国の場合，必ずしも低い水準では

ありません。また,研究費の国民所得に対する比率をみてもソ連の4.66％，

西ドイツ2.74％，アメリカ2.52％，日本2.15％，フランス2.03％となって

いて，先進国の中では低いほうですが，西ドイツやアメリカに比べてそう見

劣りするほどのものではありませんが，研究者1人当たりの研究費では西ド

イツ2,259万円（1974年)，イギリス2,126万円（1969年)，フランス1,873

万円（1971年),アメリカ1,583万円（1973年)，日本1,017万円（1974年)，

ソ連543万円（1974年）となり，わが国はソ連とともに低水準にあります。

業種別の研究費が民間，政府関係別に分類されたデータがあれば非常にわ

かりやすいのですが，残念ながら民間のデータは公表されているものの，公

的研究機関に関しては詳細なデータが示されていないため，その比較をでき

ないことは残念でなりませんが，農林水産業の場合，民間（会社等）におけ

る研究者1人当たりの研究費は2,550万円で，他の業種に比べ圧倒的な高さ

にあります。人件費の上昇が著しく全体の50.2％(1974年)を占めているこ

とを考慮しても，民間における農林水産技術開発に対する意欲は高く評価さ

れるものであります。

林業の場合はどうでしょうか。政府の資料では，農林水産業全体をとらえ

ているために個々の業種別に詳細な区分はできませんが，林業試験場など国

の林業研究機関の1人当たり経常研究費は70万円にすぎません。これに給

与等を加えてもたかだかしれたものです。そのような厳しい条件のもとで，

人工林の非皆伐施業，風致林施業など森林の多面的機能を総合的かつ高度に

発揮するための技術開発，松くい虫防除の研究，大気汚染の樹木への影響，

間伐材等小径木の利用技術の開発などを重点として試験研究が進められ，と

くに松くい虫防除技術の開発にみられるように，乏しい研究費の中で大きな

成果をあげつつあります。これらの研究をはじめ林業技術の高度化を今後よ

りいっそう促進することは，林業の経営環境が厳しさを加えつつある中でま

すます緊要な課題であります。

試験研究の充実を図り技術の高度化を促進するためには，技術に対する政

府の認識を改めることが肝要であります。その見地から，林業技術の総合的

なアウトラインをつくり，それに即応した技術体系を確立するなど，技術尊

重を政策に盛りこむべきであります。

かつて法律万能といわれた時代には，技術軽視の風潮が強かったのであり

ますが，われわれ技術者が一丸となって技術運動を展開し，技術を見直す気

運を盛り上げましたが，現在も，林業技術に対する理解が足りません。日林

協を中心に，技術者の結集を図り，技術尊重の理念のもとにいっそうの努力

をお願いいたします。私も技術者の1人として，皆様とともに技術面の政策

強化に尽力させていただきます。
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駆除の対象だし，ノミやシラミや力

などは初めから敵だと。そういう事

実を，自然に対する人間のエゴだと

いってしまうと，これはどうも人間

社会というものが成立しなくなって

しまやせんか，こういう疑問を感ず

るわけですけどね。その辺のところ

はどうでしょうか。（笑）

四手井いまおっしゃったことは，

一面事実だと私は思うんです。しか

し，ただ日本人のごく最近までの自

然観というのはそうじゃなかったよ

うな気がします。むしろそういう考

え方は，キリスト教的なものではな

いか，たとえば神はまず人間を創ら

れたわけですね。そしてそのほかの

生物とか植物は，すべて人間の生存

のために必要なものをお創りになっ

た。だからそれは人間の自由にした

らいいものだ，という思想が強かっ

たわけですね。日本の場合は，仏教

の入る前は多神教ですから，むしろ

自然の中にとけこんでいた。これは

やっぱり，もともとの自然と人間の

かかわりあいの違いというか，環境

の差がかなりあったと思うんです。

そういうキリスト教のおこった場所

と，日本のような非常に雨が多くて

全部が森林でおおわれた場所とで

は，神というものの観念がかなり違

っていた。そこへ近代科学技術が欧

米から入ってくるわけです。そうす

ると科学技術信仰ともいうような急

激な意識の変化を来たす。そうなっ

て，科学技術による行為はすべて善

であるということなってしまう。日

本でも開発，とくに工業開発だとか

なんかやったことによって，いるん

自然観の変遷

Ｉ
。

手束近ごろ目然保謎関係の方々

は，人間も自然の一員だとよくいわ

れております。これは自然改造の行

き過ぎに対する警告の文学的表現だ

というふうに受けとると，意味があ

るように思うんですけれども，言葉

のニュアンスどおり思い込みますと

間違いを生ずるのではないかと思い

ます。人間が火を発見して道具を使

うようになって以来，ほかの生物と

遮って自然に順応して暮らすという

よりも，自然に挑んで暮らして社会

をつくっていくというような存在に

なってしまった。これは善悪は別と

しまして，人間の宿命でしょう。だ

から，人間は人間に都合のいいよう

に自然を利用し，また改造し，そし

てこの文明社会をつくってきたんじ

ゃなかろうか。ですから人類の歴史

的また宗教的な価値観は，あくまで

も人間中心に櫛成されてきたので，

動植物とかあるいは無機的な自然に

は，根本においては人絡が認められ

ていないのではないか。まあ動物愛

とか植物愛とか，自然に対する愛情

というようなことが，擬人的にはい

われますが，それはあくまで，人間

が利益を共にするものに対して抱く

擬人的な愛であって，たとえばイヌ

を愛するとかウマを愛するとか，あ

るいは木を愛するというのも，ある

いはそれが人間の役に立つものには

じめて成立する愛であって，人間の

目的を害する場合には，たちまちこ

れは敵になってしまう。ノライヌあ

るいは田んぼの雑草などというのは

M
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な影響が出てきた。公害もその1つ

ですね。だからそれをなくするのに

は，できるだけ自然共存，自然依存

じゃなしに,共存ですね｡自然改造と

か自然征服から，自然共存の思想ま

でさかのぼって，もっと慎重な開発

をする。いかにして自然と共存しな

がら生活に必要なものを自然から取

り出してくるかということでさえあ

れば，自然保誰というものは別にそ

れほど深く考えなくてもよろしい，

私はそう思っているんですがねえ。

開発と破壊

手束ところで，自然に挑む行為

は，開墾やその他でたくさんあった

と思いますけれども…..、

四手井それはもう大昔からやって

いますね。

手束しかし考えてみますと，平安

朝の末期ごろの日本の人口は'千万

人ぐらいだったそうですから，今の

世界の平均人口密度(27人/kms)に



［自然と人間とのかかわりI1自然保護のあり方

[I森林の取扱いⅣ林業の将来

達しておった。それが戦国時代の

末期ごろには3千万人ぐらいになっ

て，徳川時代が大体平行移動です。

明治以降4千万,5千万,1億と，増

えてきたわけだから，やはり，宗教

的価値観として成立していなくて

も，人間が生きるた妙におのずから

やっておったことをそのまま続けて

いけばどうしてもよけいに自然を改

造していかざるをえないことにな

る。だから何が正しい改造であっ

て，何が破壊であるかというけじめ

を考えないと，日本ではどうも混乱

してし吉う°

このごろは林道をつけるのが自然

破壊だし，住宅地を造成するのも自

然破壊だといわれる。破壊というの

は大体無価値なものにするという意

味を含んでいるわけですが，人間が

社会のためによかれと思って価値を

生み出そうとしてやっていることが

全部マイナスの価値だということに

なりますると，非常に抵抗を感ずる

わけなんですね。自然に対する人間

のエゴということもいわれますけ

ど，本来エゴとは人間どうしの倫理

棚から出てきていることであって，

人間の対自然行為に適用するには疑

問があります。みんなが生きていこ

うとするならば，やっぱり必要な改

造はやらなければならん。ただ人間

のためによかれと思ってすること

が，やり方がまずくて人間にマイナ

ス面をはね返すことがありはしない

か。そこのところが，破壊かそうで

ないかの判断の基準じゃなかろう

か，こういうふうに思うんですが

ね。

四手井それはそのとおりなんで

す。ただ，いまの科学技術というの

が，そこまですべてわからない。人

間のやろうとする行為の結果が，事

前に完全に予測できればいいんです

けれども，いまの科学技術だけで，

これは絶対安全だといって過激なこ

とをやると，思わぬ失敗をする。

戸

、

手束平三郎大正5年生れ。東京大学卒。林
野庁指導部長，秋田・札幌営林局長，森林開

発公団理事を経て，現在，林業信用基金理事
長。趣味は囲碁。

四手井綱英明治44年生れ。京都大学卒。
秋田営林局，山林局，林業試験場を経て京大
教授，現在，京大名誉教授ならびに日本モン
キーセンター所長。多くの著書がある。

面白いことにはキリスト教は人間

水位だといいましたが，一方では科

学と，昔から何回も闘争をやってい

るわけです。そしてお互いに，科学

技術の場と宗教の場をきれいに分け

合っていたんです。ところが日本で

は科学技術によれば「たたり」がな

くなるとなったら，宗教とか思想と

の闘争がなくなってしまったんです

ね。で，もうすべて科学技術万能，

ヨーロッパのように「これ以上は神

のしるしめす場所である」という未

知の領域に対する恐れの意識はな

い。科学技術信仰になったわけです

ねえ。

人口問題と資源

四手井もう1つ，自然と人間のか

かわりあいの中で，人間がこれから

自由に増殖していいかどうか｡これ

はいちばん最後にどうしても問題に

なるわけです。人間が現在のような

増加率で増えていったらどうも大変

なことになるということはあるわけ

です。開発か自然保護かというの

は，その増殖を野放しにするかしな

いかでだいぶん考え方が変わってく

るわけですね。日本でも，1億2千

万人ぐらいでピークになって，それ

から下がっていくんだということに

なれば，また違うわけなんですね。

それに必要なものをどうして取り出

すか。ただし取り出すにしても，自

然は非常に複雑ですから，自然にお

ける法則性はそのほんの1％ぐらい

しかまだ解明はできていないわけで
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すからね。そのアンノーンといいま

すか，知らぬ場所を知ったような顔

をすると危ないから，非常に慎重に

なりなさいと私はいっているんです

がね。

手束人口抑制は，いずれにしたっ

てやらにゃならんことでしょうし，

すでにある程度やられていることで

もありましょうけどね。私はそれは

やっぱり人間がお互いに幸福になる

ために必要なことだと思うんで，自

然がかわいそうだから抑制せんなら

んと考えるのは，ちょっとむりじゃ

なかろうか。

四手井いや，人間が生きるために

も，すべての自然が改造されるとい

うことになると，これはやっぱり大

変なことになる。

手束だから自然の改造が行き過ぎ

たり間違ったりすれば人間自身が不

幸になるからそういう中間項が入っ

て，それで人口というものはやはり

考えていかにゃならんことじゃない

かと，そういう順序だろうと思うん

です。すでに今まで生きてきた人間

はすべて人間として尊厳なる価値を

持っておるわけだから，それを基本

において今後どうするか，こう考え

ざるをえないと思うんですがねえ。

私，疑問に思うんですけど，い

ったい自然なり資源なりで人間を養

う許容量というものはどのくらいな

んだろうかと，これについては科学

的証明というのは，まだあまりない

わけですわね。だからそこのところ

を，科学技術万能でなんぼでもいけ

るんだと考えるのもむりだけれど

も，といって，もうちょっといった

ら，すぐそこに奈落の底があるとセ

ンセイショナルにいうのも，これは

また行き過ぎであって，やっぱりみ

んなが一生懸命そこは検討して考え

ていかなければならない。

四手井最近欧米あるいはソ連あた

りでは，地球上の有機物生産が全部

でどれぐらいになるかということを

推計してい､ますがねえ。その計算結

果でみますと，いままでの森林の有

機物生産が，地球全体の8割ぐらい

になるんですよ。非常に重大な問題

です。あと農業だとかなんか全部加

えても2割ぐらいしかない。少し前

までは，海中の生産が非常に多いよ

うにいっていたんです｡ところが,ど

うもそれは間違いで，陸上の生産の

ほうが大きい。陸上の生産の中でも

森林がいちばん大きい。森林におお

われているのは現状で地球の30%

ですね，それで生産からいったら8

割こえているというわけです。人間

の食湿は農業と海産物であおいでい

ますからね。で，さらにどこまで森

林を破壊するかという問題ですがね

え。

もう1つ問題なのは，また，森林

〆

Ⅱ
＆

自然保護運動にみられる混乱

手束さて，そこで自然保謹という

政策ですな，これは現に必要なこと

ですが，なんでこれがコンセンサス

の形にならないかと考えますと，政

策を確立させるためのフィロソフィ

ーですな，それの基礎がしっかりし

とらんのじゃないだろうかと，感ず

るわけでしてねえ。自然保護という

のはやっぱり何か一種の自然に対す

る愛というものがあって，それをど

う実現するかということなのかもわ

かりませんけれども，しかし,政策と

してこれを論ずる場合には，その愛

というものが理性的なものでなくち

は酸素をつくるとよくいいますが

ね。酸素をつくるよりも重大なの

は，炭素の貯蔵庫だということで

す。これはものすごく大きいわけで

すbいまの大気中の炭酸ガスの2倍

を森林および林地で蓄えているわけ

ですね。ですから，もしもむちゃく

ちやに森林を破壊して農地に換えた

とすると，その貯蔵がなくなって，

それが大気中へ放出される。さらに

工業生産が化石燃料で放出をすると

いうことになると，気候にも大影響

が出てきてそれだけでもう地球上の

生物は生きられない。もちろん人間

も生きられなくなるんです。そこら

のところにやっぱり食細雄餓とかそ

の他のための破壊にも限度がある。

手束自然とのかかわりというよう

なことについてのお考えも大体わか

りましたし，まあ股後の対繁という

点になってくると，あまり．．…・・

四手井差はなくなってしまうな。

、

自然保護のあり方

ノ

や正しく理解されんのじやないか。

ものの本を読んでみますと，ギリシ

ャ哲学では愛に4種類ある。肉親の

愛がスI､ルゲー,性愛がエロス,友愛

がフィリアで，理性による愛がアガ

ペーだという。いわゆる肉親の愛と

か性愛なんちゅうものはこの際関係

がないとして，フィリアが政策の場

に入りこむから混乱がおきるのでは

ないか。フィリアはとにかく自分が

好きだから愛する，であって理屈は

ないから他人に要求できない。まあ

友情みたいなものですねえ。政策と

いうことになると,やっぱり,他人に

も説得できる愛でなければならんの

であるから，アガペーの愛としての
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ですから。どこ身が公害防止と自然
保護は同じようにみえる〃れども，

その間にフィロソフ'イーの違いがあ

る。本来の公害というものはゴケミ

カルな有害物質が人間の生活圏に侵

入してくることによるわけですか

ら，公害防止の原理は，大体これは

絶無を期するというところにあるん

じゃないか。実際問題としては急に

実現できないから，そこでやむを得

ず許容限度というようなものを設け

て調整手段をもってやっていく，と

ころがこれに対して自然の改造とい

うのは，人間が生きていく以上もと

もと必要，かつ有益なことであるか

ら－間違わなければですがね－

保護の原理は本来これば調整そのも

のだ。だから改造の程度の問題をど

こにおくかというところに自然保護

の原理がある。だのに双方のフィロ

ソフィーが混乱しちゃって，ちょっ

とでも掘ったり伐ったりすればそれ

はもう破壊だという話につながって

くる。これは公害防止からくる類推

概念がそこで混交していやせんか，

そういう感じがしてならないんです

がね。

新春対談
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残すことが必要になってくる。もう

1つは，人間の生活環境としての自

然，これは原生的な自然である必要

はないわけです，むしろ二次林です

ね｡その二次林というのが,現在の林

業の場なんですね,大部分が｡二次林

化した，というよりも，日本だった

ら本当のこといえば，原生的な自然

というのは，昔からおそらくなかっ

たと思います。その二次林が産業の

場なんですが，産業の場が即，生活

蝋境の場なんです。だけどもそれ

は，少なくともさっきいったよう

に，できたら自然と共存し得るよう

な条件で林難生雌がおこなわれるよ

うに工夫をすべきだ。ですから決し

て，なんでも伐っちゃいけないとい

うんじやなしに，むしろいちばん多

い二次林で，林業という産業の場を

いかに扱うかという問題だと，私は

常々醤いているんです。二次林とい

うのは私らの生きる場であり，産業

の場であり，即環境として使われる

場である。その保全と自然保謹をご

っちゃにして話しちゃいけないとい

うことなんですよ。それがごっちゃ

になっている。

手束私はいま1つここをはっきり

さしておかにやいかんと思うことが

あるんです。公害防止と自然保謹と

いうことは，時代的には同じ時期に

出てきておると思うんですね。高度

成長見直し論から出てきておるわけ

フィロソフィーを立てていけば，人

間社会の価値櫛成の枠組みの中へ，

当然，自然保護というものもおさま

るものじゃないか。それがなんとな

しに，枠組みの中に入ろうとしたり

出ようとしたり，そこでいろんな人

がいろんなことをいわれて，具体的

な対策が混乱しているような感じが

するわけです。

四手井そのとおりでしょうねえ。

たとえば自然環境保全法の中に，残

す自然に「優れた自然」という語が

あるのですがね。「優れた」という

語が法律になっているんですけど，

これは間違いだと思うんです。優れ

たというのは，非常に主観的な価値

判断でしてねえ。むしろ私は，政策

では自然愛とかそういうものじゃな

しに，もっとドライなもので自然を

残さんならんということに割り切る

べきだと思うんです。

手束残さねばならない自然のカテ

ゴリーが問題でしょう。

四手井私は自然保護というもの

は，大分けして2つになっていると

思います。1つは代表的な原生的な

自然を残しなさいということです

ね。将来の自然科学の発展のために

は，人間になるべく乱されていない

自然は必要量残しておかないといか

ん。わが国だったら，これだけ南北

に長いわけですし，高い山もありま

すから，各気候区に対応した自然を

林業と自然保護運動

四手井いままでの自然保護連動の

中に非常に混乱があった。そして一

方では，それを受けとめる，たとえ

ば林業だったら林野庁のほうの受け

とめ方にも混乱があったと思うんで

す。自然保護運動論者の中で，1本

でも伐っちゃいけないという運動が

なぜ出たか，これを私はだいぶ考え

たんです。‐：

面白いことには，自然の中で森林

だけは，いまのところ伐っちゃいか

んということが，すぐ出てくるんで

すね。ところが漁業には，魚を取っ

ちゃいけないという話はひとつも出
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えば林野庁がやった非常に広太な面

積を皆伐するというような問題があ

りますが，結局は，自然からの物の

取り方が，高度経済成長の影蒋で非

常に工業的になった。

手束自然は手を加えにゃあ維持で

きないということはいわんほうがい

いとおっしゃったけれども，－|-和田

湖あたりの景観では，私は秋田の局

にもおったし，あれは裏のほうの見

えんところでずいぶん治山をやって

おりますわねえ。それで崩壊が防止

されて，湖面も整備され，まわりの

林相も整備されておる，ということ

もあるんじゃなかろうかと思うんで

すがね。

四手井学術のために残す場所な

ら，下流に災害が起こらない限り，

自然というものがいかにして時間と

ともに変わっていくかを知るため

に，投げておいてもいいと思うんで

す。下流の人の住んでおるところへ

起こる災害は保謹区外で防止したら

いい。ただし，原生自然保謎と観光

とはまた別なんです。観光の場合

は，私はむしろ二次林で十分だと思

うんです。その二次林というもの

力式，これまで話してきましたよう

に，私はこれからいちばん大きな問

題になるといっているんですがね。

対処すべきかという問題ですね。大

体道路をつけたらば人がたくさん入

ってきて，その辺をガチャガチャ荒

らしてしまうから，自然がこわされ

る，だから道路はいけない。こうい

うふうに論理がつながってくる議論

が相当多いわけですね。これは困っ

たことだけれども，やっぱりその対

策をしっかりやらないで，公徳心の

低さを前提において話をしている

と，どこまでいっても自然保護政策

は確立しない。ところで，公徳心の

指導，取締りというやつはどうもさ

っぱり，あまり有効な対策が打たれ

ておらないですね。そのためにはや

っぱり予算措置を林野庁と環境庁が

一緒になって協力してやっていかね

ばならんのじやないか。

四手井一方ではやっぱりそういう

公徳心を子供の時から教育をしてい

かんならん｡で,他方,政策では，た

とえば，なんでもないことですが，

くずかごだとかそういうものを，必

要なところに必要量置く。米国のオ

レゴン州ではフリーウェー（ハイウ

ェー）に，くずを投げそうな場所に

は「待て。もう半マイル行ったらく

ずかごがあります」と書いてあるん

です。それほどの親切さというのは

日本の行政にないんですねえ。

手束ないですねえ。

四手井林道にでも，くずかごは一

定の距離にちゃんとありますよ。そ

してそれを回収するというようなこ
'→I‐『画…‐デー・＝~更画

てこないんですよ。で，これはなん

でかと思ったら,結局,魚は短期間で

再生可能なんです。森林の場合は，

伐られたらこれはもうなかなか回復

せんぞという意識が一方にあるわけ

ですね。だから水関係の生態学をや

っている人に，では水は，水面はど

うするんだといったら，それは公害

のことと同じですね。結局クリーン

(きれい）だったらよろしい。そこ

に森林とほかのものに対する認識の

差があるらしいんです。

手束まあ海の魚は，取ってもよう

見えんから。山は伐るとすぐわかる

から。（笑い）

四手井海の開発問題では，たとえ

ば自然保謹運動をやっているとき

に，漁業者が別に抵抗もなんにもな

しに一緒にやるんですねえ。ところ

が森林に対する場合は，林業家とい

うものと一般の国民が必ず対立す

る。それはお互いに話し合いが非常

にまずいんだと思うんです。林業と

か林学をやっている人の中には，自

然は人間が手を加えてやらなかった

ら守れないという人がいる。私はそ

れはいわないほうがいいと思うんで

す｡むしろ,手を加えるのは生産のた

めにやるんですから。生産のために

やるけれども，できるだけ自然破壊

のない方法でやる。それをいかにし

てやるかということの説明が必要

なんです。そこではやっぱり開発の

行き過ぎだけの問題なんです。たと

公徳心の高揚と行政のあり方

手束自然保護政策として，もう1

つ，公徳心の低さということにどう

必
鋼
．
含
諭
四
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・
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横の連絡は……これは規定じゃなし

に人のつながりの問題なんですね

え。またこれは，その衝にある人の

問題ですわ。積極的に話しあったら

いいということですよ。

とを，わりによくやっています。ア

メリカの国有林はサービス機関です

からね。アメリカの国有林では各営

林署に3色刷りぐらいの立派なロー

ドマップがあります。その地図には

「キャンプをするときにはこれとこ

れとを持っていないといけません」

とか,「くずはどうしなさい」なんて

ことが全部書いてあります。自治体

とか国は，そういうサービスを一方

ではやらんならん。そうやるのと同

時に，公徳心というものを子供の時

から,ちゃんと教えんといかん｡とこ

ろが日本は昔から自然が豊かだった

んですねえ。ともかく捨てれば自然

に返るという思想がありますよ。

手束そういう親切な行政なり，ま

ばかりじゃないですか。

四手井そうですね。それはどこで

もそうなんですがねえ，県でもどこ

でも。日本の組織というのは，縦の

連絡は非常にいいんです。ところが

〆 、

Ⅲ
惹淋の取扱い

～ ノ

過ぎじゃないかというようなムード

が，自然保護関係ではあるようです

けれども，これは当然，できるだけ

はやるべきだ。価値を生むところの

士釧雄達力というものを眠らせてお

いて，天然林を残して楽しむという

のは，これはもう日本人のぜいたく

じゃないか。木材を使わんのならい

いですけど，木材をどんどん使って

65％も外国のものを使っているとい

うことならば，やはりできるだけは

日本の資源を活用してい・くのが，日

本人としてとるべき立場じゃない

か。そうでないと’これは日本人の

外国人に対するエゴになりやせん

か，こういう感じがするんですがね

え。

四手井私はそういう自然の景観よ

り，成長不良林が増えやせんかとい

うことが問題だと思います｡だから

土壌的に考えて’土域がよくて十分

成長の確信のあるところは，さきほ

どいったような学術上必要な場所は

別として，人工造林地にお変えにな

ってもいい。そうしますと’いまま

での土壌調査で’まあなんとか森林

になるところは，主としてBDとい

う土壌ですね。これを中心にした前

後のものです。BDというのは,ど

こへ行きましても大体は林地の30

％ぐらいなんです。それに’その周

辺の造林してもややよい成長をする

土壌を加えても，おっしゃるとおり

人工林をめぐる諸問題

手束それでは，そろそろ森林の取

り扱いということに関しましてお話

をうけたまわりたいと思います。林

業技術の48年12月号に淡谷忠一さ

んが書いていましたが,昭和48年の

1月から9月までの各新聞の投書欄

を拾ってみたら，森林は全部原始林

だ，伐採はすなわち破壊だと，こう

いう観念ばかりが投書からは見えた

という要旨でした。これはやっぱり

大衆の大きな認識不足である。これ

をまず是正していくのがわれわれ林

業人のつとめじゃなかろうかと，感

ずるわけですがねえ。そこで，正し

い林業生産をやっていくならばこれ

はやっぱり自然保謹政策に，一般的

には背馳するものじゃないんじゃな

いか。たとえば，北山林業などは，

結職観光地的にもなっているようで

すし，笈面の自然休謎林だって，植

伐をやりながら，散策の諸施設もつ

くっておるし，東大の北海道の演習

林なんか，相当生産性が高いですけ

ど，あれは，国道から見るとまさに

看板どおり，樹海そのものですわね

え。だから造林をやみくもにやるの

は問題だけれども，できるところは

極力造林しても，別に天然林がなく

なるわけでもないし，いくらやつた

って半分ぐらいのもので，半分は天

然林で残るわけです。人工林を広げ

『口

銭糸
雪竜君

'
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露
言
匿
昼
垂

た取締りなり指導なりを，なぜ十分

にできないかということを考えてみ

ると，関係ある役所がさっさと協力

してやればやれるのに，役所の機柵

として，どうもなんかぴったりいか

んような，むしろほかのことで妙に

議論ばっかりやって，肝心なところ

がおろそかになっている。

四手井そうです。それはつくづく

思います。

手束だから自然環境審議会みたい

なところでも，その対策をなぜやら

んかとか'どうするかというような

話があまり出てこないですねえ。い

ずれ人が入ればだめになるというこ

とを前提に道を通す通さんの議論を

しておったんじや，政策はさまよう
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50％はこえないだろう｡最近でもha

当たり年平均5m8の成長量が期待

できるところは造林するといってい

ますが’年成長5m8では，本当の

ところいい林にならない。あれをも

うちょっと上げて，私は年平均7

Xn8までは上げてくれといっている

んです。林野庁は造林可能林地は最

近は下げて60何％といっています

ね。

手束目標は民有林で大体1千万ha

ぐらい，国有林は最近ちょっと下げ

まして270万ぐらいですか。その程

度のところにおいて，大体5m8以

上というようなことをいっておるん

ですが。

四手井私は7m8ぐらいにしてほ

しい。

手束7mSになりますと，面稜で

は大体どの程度になりますか。

四手井これは地域によって違いま

すが全国平均だったら，せいぜい40

％ですねえ。

手束40％というと1千万haにな

りますか。

四手井2千400万haで考えると，

せいぜい1千万haかそこらですね。

7Xn3というのはね，森林は十分な

立木本数がありますと，成長量に最

も影響するのは樹高成長だけなんで

すわ，普通の密度の林で，蓄積は高

さ1xnで'ha当たり普通だったら

10m8ですねえ○だから5m8という

と,1年に平均50cmは伸びなけれ

ばならないんですがねえ。今植えて

いる最悪のところはそんなにはなり

そうにないんで，いま5m8といっ

てられるところが，事実5m8伸び

てくれればいいんだけれども，どう

もなりそうにない。

手束中村先生なんかも，どっちか

というと’ちょっと目標が大き過ぎ

るといっておられますけれどもね。

四手弁それだけですわ，私がいっ

ているのは。

手束まあしかし，どうですかね

え。造林技術というものはもうこれ

以上ちょっとむりだということかど

うかの話であって……

四手井それも推計計算をやってみ

ますと，私らがいま人為で左右しう

る範囲というのは，成長獄の5％を

こえないですよ。あとの90何％は

自然まかせなんです。いくら技術が

進んでも，成長の50%も人がコン

トロールするということはできない

んですねえ。ずっと前に北海道の森

§ ＃

W

■｡

’
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11灘

林で計算したことがあるんですが

ね。マキシマム1割しか人為でコン

トロールできない。

手束だから科学技術万能というよ

うな話は困るけれども，日本の造林

技術は，日本の中で工業技術やなん

かに比べれば，レベルがまだずいぶ

ん低い，また生産性としても低いと

考えられますけれども･…・

四手井まあこんなものでしょう。

手束まあ国際的にみれば相当評価

されておる……

四手井評価されておるほうです

よ。

手束それがなぜ失敗するか。造林

技術というものは，いわゆる蓋然法

則の複合形態でできておるわけです

から，だからその実行過程において

も多少試行錯誤的な要素はあるわけ

で･･…。

四手井それは多少ではなく非常に

多いです。

手束だから，失敗したときに，じ

ゃあそれがそのうちの何の要素で失

敗したのか，そこのところがはっき

りしない場合が多いんですなあ，案

外。

四手井私よくいっているのは，今

までも国有林で，財政が苦しくなっ

てくると，いちばん節減を要求され

るのは保育費なんですわ。1伐期の

40年ないし50年の間には不況は必

ず1回はくる。そうするとどうして

もやられるのは,保育費なんです｡や

っぱり林業ではそれを見込んでやる

べきだと思います。明治末期から大

正の初めの特別経営時代の植栽です

ね。私がちょうど秋田営林局へ入っ

た時に，その不良造林地の大発生の

時代だったんです｡ちょうど20.年生

ぐらいでしてねえ。それで現地協議

会ばっかりやってたんです。いちば

ん大きな原因は，不況による手入れ

不足と，それから立地を間違えたと

いうことです。その時の結論は。

手束あれは明治32年から始めま

したんですねえ。あの時はまだ国有

林の土壌調査もやっていないし，拡

大造林なんて，これは国有林として

初あてやったんだから，もともと試

行錯誤的要素を持っているとすれ

ば，まあある程度の目減りがあった

のはしょうがないだろう。当時はた

しかに不成績造林地もあったけれ

ども，全体としてみたら，これはず

いぶん役に立っておるわけであっ

て･･…o

四手井いや，いまは役に立ってい



るけれども……,北海道では大体10

年で造林面積が半減していたという

ひどい例もある。

手束手入れ不足で-|-分に国有林が

保育しきれんようなことが是認され

ちゃあ，これまたよくないことで。

四手井だけど，やっぱり不況とい

うことをねえ。

手束まあ不況だろうと何だろう

と，やっぱり山育てはやっていくと

いう政策が確立していかないとね

え。

四手井そうです。そうです。

手束まあしかし，人口造林の限界

ということについては，おおよそ

は…･

四手井マツの天然更新地を加えて

5割でしょうなあ，いいとと。

天然林の取扱い

手束人工造林化の話はそのぐらい

にしまして，次に天然林の取扱い

ですがね。天然林は，学問的なもの

は別ですけれども，そうでないもの

は，日本では，私は大体管理された

天然林であるべきだというふうに，

根本的には思うわけです。なぜそう

かというと，壮年期地形が大部分だ

し，崩壊も起こるだろうし，台風も

多いし，こういったものにはどうし

ても対面せざるをえない状態ですか

らこれに対抗してなんとかいい天然

林を育成し保存していくためには，

その天然林の管理行為というものは

必ずいるんじゃないか。そうしない

とこれは生産の対象にもならんし，

また大衆のやすらぎの対象にも使え

ないんじゃないかと，思うんで，そ

このところのPRが肝心ではなかろ

うか。ところが人為が加わると，荒

れてよくないんだというような議論

の風潮があるんで，その辺に根本的

に抵抗を感じておるわけなんですが

ねえ。

四手井そうでしょうねえ。それは

私，前提が2つあるんです。1つは

そういう代表的な森林がいま，最小

限じゃなしに十分に残されるべきだ

という点ですね。もう1つは，亜高

山帯になるほど私は自信を失うわけ

です。ブナ林の上から亜高山帯につ

いて，はたして満足に更新ができる

かというと,非常に自信がない｡とく

に日本海側の多雪地は，いまのとこ

ろ，あそこをうまくやれますと自信

をもっていえる人は，おそらくない

と思うんですよ。戦後は，ブナ林と

か亜高山帯林を伐りまして，とにか

くカラマツを全部植えた。そういう

多雲地の落葉広葉樹林地帯のカラマ

ツ林が，いまどんなみじめな姿にな

っているかわかるでしょう。それか

らみましても，私は非常に雑なこと

をいうんですがね，私らには自信が

ないから。自然にいちばん害を与え

ない程度でお伐りなさいと。どうし

てもそこまで伐らなかったら木材需

要に対応できないならばできるだけ

使える木だけお伐りなさいと。そう

でなかったら，できるだけ小面職の

作業をやって，あとはなげといてく

れと。たとえば亜高山帯へ行きます
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と，前生樹があります。作業の危険

があるから前生樹を全部伐るという

ようなばかなことをしないで，それ

を残しながら，いかに安全にやれる

かという作業をお考えなさい。前生

樹を残して小面積の皆伐をするか，

あるいは，まあ亜高山帯林なら使え

る木を抜き伐りする方法を考えなさ

い，ということなんです。その前提

としては，原生林を，必要最小限度

じゃなしに余裕があるぐらいで残し

てもらって，そのあとどうしても施

業をしなくちゃならないなら，カラ

マツに植え換えるんじやなしに，い

まある樹種で更新が可能なような作

業をしてくれというのは，その根本

には，私は技術的に自信がないから

自然の回復にまかせたらいい，とい

うことなんです。

手束まあカラマツに換えるか，換

えんかは，人工造林の限界の問題で

すから，そのほうから論じなければ

いかんでしょうが,天然林の扱いは，

国有林では大体先生のお考えのよう

なことになっておるんじゃないです

か。

四手井ええ。最近だんだんそのよ

うになってまいりました。

手束だから管理された自然･….､こ

れはぼつぼつ，なすび伐りでも，あ

る意味では管理された自然かもわか

りません。まあなすび伐りでするの

がいいのか，もう少しきあ細かく，

いい木を残すような形でやっていく

方法はないか。そこはまだ問題があ

りますが，大体そういうところは林

道もついておりませんからねえ。施

業もできんし，出したってひきあわ

んしというようなことになるわけだ

けど，それにはまだ林業の生産禁盤

として十分なものができておらない

ということがある。その状態が前提

でこういわれておるわけなんですよ
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ね。それはやっぱりできるだけ造っ

ていってできるだけ木材生産に寄与

させる方向へ持っていく必要がある

でしょう。

四手井ただ，そこで考えんならん

のは，日本の非常にいい点は，多雨

であるということです。これがなか

ったら里山なんていうのは，昔から

あれだけむちやくちやに伐りまして

も，はげ山になったのは瀬戸内ぐら

いで…･･･あとは，あれだけやせさせ

てもマツが生えるというのは，日本

だけですよ。だから，一方では多雨

による災害も考えなければなりませ

んが，自然にできるだけまかしたほ

うがよろしい。なすび伐りというだ

けでなしに，あとはそこに生える木

で自然に更新できるような作業にし

てほしいということですねえ。

手束それで天然林といえども，保

存すべきものは別として，大体人手

がある程度加わることはこれでよか

ろうとおっしゃったから，そこのと

ころは大体一致しておるわけです。

ただ人手が加わるためには，やっぱ

り人がおらにゃいかんわけで，これ

がどうも近ごろの自然保護の風潮か

らしますと心もとない。農山村の人

が自然を管理せにゃいかんわけであ

って，これは植伐から，治山・災害

防止・害虫防除からみなあるわけだ

けれども，それが忘れられて，すっ

かり山林無視の都会流の自然保護み

たいな話が非常に多くて，これもな

かなか困るんですなあ。

四手井それは一方では，農政もも

ういつぺん考え直してもらわんとい

かんですわ。

手束天然林の扱いの中でもう1つ

生態系という問題がありますね。私

ども林業人は森林の生態なり自然の

生態系，そのメカニズムというもの

を理解する必要がある。しかし，そ

れは森林がどうしたら自然の姿のま

ま保てるかということじゃなくて，

どうしたらそういう自然の性向を満

度に活用して，国土保全のために

も，レクリエーションのためにも，

木材生産のためにも森林を役立て得

るかという方法論の追求ではなかろ

うか。これは稲作りだって野菜作り

だって果樹作りだって，スギの人工

造林だって，自然の生態系からみれ

ば，一種の奇型児をつくっているん

じゃないか。人間のために奇型児を

育てて，そして役立てているんじゃ

ないか。それがまず農林技術の哲学

的な根幹じゃなかろうか。これはも

う何百年も何千年も前からわれわれ

の祖先がずっと工夫してやってきた

ことだ。そういう目的意識でもって

生態系なり生態学というものを考え

ていくべきじゃないか。こういうフ

ィロソフィーを林業人は持つべきじ

ゃないかと思うんですけれども，こ

れはどうでしょうか。（笑）

四手井私らのいっている生態系と

いうものをまだよく理解していただ

けていないようですなあ。なにもす

べてが自然の生態系であらねばなら

んといっているんじやなしに，私ら

の警告しているのは，自然というの

は非常に複雑ですから，それを著し

く改変をする場合には，それが生態

系にどういう影響があるかというこ

とをはっきり認めないといけないと

いっているんです。たとえば，これ

はそっくりそのままでは日本に当て

はまりませんが，ドイツが1920年

から30年代になって皆伐人工造林

の非を悟ったというのは，やっぱり

生態系に対する1つの非常に大きな

変換を与えた。たとえばトウヒの人

工造林をうんと増した。そうしたら

落葉の分解が非常に悪くなって結局

人工的な土壌の悪化を生じて，生産

力が著しく下がった。だからもう一

度自然というものを研究して，自然

の生態系をできるだけ破壊しない方

法でやること，たとえI謝亘続林思想

とか，混交林を造ろうというような

思想が出てきたのは，やっぱり生態

系を著しく破壊した結果，生産力の

低下に結びついたという認識なんで

すねえ。

手束生産力の低下に結びついたと

いう認識がそこへ入るならば，私の

いっておることとあまり変わらない

わけですよ。それは生態学というも

のを応用しそこなったから，その方

法を改めようということであってで

すねえ…･･･・

四手井そういうことです。

手束だから，どうしたら自然にお

けるかということじゃなくて，どう

やったら生産力が高まるかという意

識がそこにあって，そして生態学を

研究し，それに対応する。しかし素

人のいっている話は，そこまでいか

ないわけですよね。こうやったら生

熊系が乱れるからだめだと，すぐに

直結するんですね。

薪炭林の取扱い

四手井だから私のいっているの



は，生態系を著しく乱さずに，そう

いう急激な生産力の低下を起こさな

いような方法で，いかに木材の生産

がおこなわれるかと。そういう意味

でいちばん問題なのは，戦前の低木

林,薪炭林ですね。そこの取扱い,こ

れは私Iこもまだわからないんです。

環境庁の調査でも，それが全森林の

5割ぐらいはあるわけですねえ。

手束600万haから700万haぐら

い輪伐されておった低木林があった

はずなんですけど，これは昭和32

年ごろからず一つとエネルギー転換

で薪炭の生産は減ってしまいまし

たから。あの当時，大体年間，薪が

7,000万層穣石で，木炭が200万t

というようなところですから，木材

になおしますと大体3,000万Xn8ぐ

らいですかね。そのくらいが燃料に

使われておった｡現在は3,000万In3

どころか百数十万In8ぐらいのもの

ですからね。それがだんだん大きく

なりおる。で，ある程度大きくなれ

ばパルプ用チップなんかに使われる

けれども,昔のように，20年ぐらい

で炭を焼けるというようなものじゃ

なくて，やっぱり30～40年たたな

いとチップにもならん。しかも，た

いした収入にもならんということの

ようですね。

四手井そういうところは人工造林

地にはならない，ならないで残った

場所ですよ。残っていることは，私

らの考え方では非常にいいんですけ

どねえ。ただ二次林ではそれこそ価

値がないわけですよ。その価値をい

かにして生み出すか。全部それを針

葉樹林に換えるなんて，絶対やれん

ですよ，そんなことは。

手束その針葉樹林に換える問題は

さきほどの造林の限界の話であっ

て，薪炭林の中でどれだけここは適

地だから造林地にしたらいい，ここ

は適地じゃないから無理だとするか

ということでしょう。

四手井そうそう，その場所をどう

するか。

手束造林できないところは天然林

で置いとくほかないでしょう。

四手井そうすると，民間ではもち

こたえられない。勢いそういうとこ

ろは，林業として価値のないところ

は宅地とかゴルフ場とか開発でいっ

ぺんにやられちゃうわけですよ。そ

「

Ⅳ
と

これからの林業技術

手束さて，この辺で林業の将来と

いうことについて若干のコメントを

すれば，労働力は相当減少してくる

ということからすると，これは林業

にとって大問題だから，なにか政策

的な努力を傾注しなければならんと

いう。これが一番の要点だろうと思

いますけれども，私は労働力が足り

なくなるから粗放林業に還れという

話は，どうも敗北主義的で，あまり

面白くないんですがなあ。先生のお

っしゃる真意は違うようだけれど

も，自然に還れという話しはどうも

ムード的に素人考えには，それに結

びつきやすい傾向がありはしない

か。だから土地生産性を落とさない

で，できるだけ省力的に林業を営ん

でいくという技術，これをもっと，

本当にどこまでできるか追及してみ

る必要があると思うんですがね。ま

あひたすら走ってきたので一度足も

とを見つめて反省することは必要だ

けれども，反省しすぎて，あっもの

にこりてなますをふいてしまって

は，駄目じゃないか。人工造林にし
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こらのところが私はいちばん心配な

んです。

手束いやゴルフ場とかレクリエー

ションに使うつたって，それぞれ立

地という問題がありますからね。土

地ブームの時代にやみくもにやりす

ぎたのはもう倒産している。いずれ

またそこには木が生えるでしょう。

林地開発規制の制度もできました

し，もう無茶なことはできないし，

またやりもしないでしょう。

、

林業の将来

ソ

ても，たしかにいろいろ短所があり

ますけれども，短所ばかりが強調さ

れますと，ますます｢自然に還れ｣式

の，林業減衰の方向につながってき

やせんか。やっぱりここではそれを

鼓舞する方向に可能性が見い出され

なければいかんのじやないか。公害

とか労災の防止は肝心なことですか

ら，必ずやっていかにゃならんけれ

ども，実態にそぐわない観念的なア

レルギー症状とかイデオロギーと

か，こういったものからは早く卒業

して，真剣に研究がなされなくては

いかんのじゃないか。その研究の可

能性を展望させることが，関係者の

つとめじゃなかろうか，そういう感

じがするわけですがねえ。

四手井私のいっているのは，自信

のない技術を使うなということです

よ。ところがそれが非常に多い。事

業となると，試行錯誤ではすまんわ

けですよ。研究ならやれるわけで

す。だから事業としてやる場合に

は，いつまでも試行錯誤は困るとい

うことですよ。だからそのために

は，一方で技術者は，どこかでちょ

っとよい結果を得たからといって，
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これはいいなんていうおかしな宣伝

をしてはいけません。技術者とか研

究者の研究というものはもっと確実

性がないといかん。不確が芯ものに

ややもすれば乗りすぎている。

それよりももっと大きいのは，林

業の将来性の問題ですね。非常に悲

観的になっているわけですねえ。将

来木材の需要がガタ減りになるんじ

ゃないかとか'全部が代替材にかわ

るんじゃないかとかね。ぼくはそん

なことは絶対ない，だから林業は自

信をもってやり芯さいという。けれ

ども，いまみたいに軽々しく，これ

は新技術やとか革新技術やとかいい

なさんな，もっとステディーにやん

なさい。安定して，こ.れは確実だと

いうことでやりなさいと，それだけ

なんです。

手束基本的には賛成なんですけれ

ども，ただ，私が考えなければなら

んと思うのは，さきほど申しました

ように，造林技術というのは蓋然法

則の複合体系だから，とことんまで

研究をしてからやろうとすれば，こ

れは何百年もかかるんじゃないかと

思うんですよ。そこまでやっておっ

たら林業の実践はできないわけだか

ら，五里霧中やドグマティックな思

いつきだけでやっちゃいかんけれど

も，まあ霧のかなたにやや形が見え

るというぐらいの，その程度の可能

性を見出した場合に，ある程度やっ

てみるという考え方ですね。それを

恐れておったら林業技術の進歩はな

いんじゃなかろうか。

四手井それは一般の技術者はみな

そうおっしゃるんですが…･･・

手束100影確率とは行かないまで

もそこに1つの到達手段なり何なり

が見えた場合の，その考え方です

ね。とくに民有林は国有林とは違い

それぞれがやる気にならなければや

らんことだし,まあ,いま人工造林を

できるだけやっていくなんていう話

は，比較的わかりやすい話であるの

にその意欲をここで衰えさしたら，

林業の将来はなにか暗いものになっ

てしまう。戦前は人工造林は大体

300万haぐらいですかなあ。現在は

国有林，民有林を合わせますと大方

900万haこしてますね。これは国際

的にも評価される大事業じゃない

か。この成果が21世紀の林業につ

ながっていかんようでは，われわれ

現代の林業人としてのつとめが果た

せんのじやないか。

国家と林業

四手井そうなってくれればいいん

ですがねえ。林業は長年月かかるこ

とが欠陥だと，みんないいますがね

え。長年月かかるからこそ，あれだ

けの木材ができるわけで，あれが農

作物みたいに1年勝負だったら，こ

んな大きなもの作れないですよ。で

すからその点からいけば，事業とし

ての失敗は，私はやっぱり許されな

いと思うんです。そこでいまの高度

経済成長に土地産業がそっくり乗つ

かっていいのかどうかと，私はその

点で最近非常に疑問になりましてね

え。生活必需品の，まあ衣のほうは

いいと思いますが，食・住だけはも

っと国の助成がまともにあっていい

んじゃないかと思うんですよ。それ

があれば，あんなあわてた一一長年

月かかりながらですよ－非常に軽

率な施業はできないと思います。あ

まりにも軽率すぎると思いますよ。

目先だけで，やれこれがいいとなっ

たら，みんなワーッとやる。長年月

かかることを覚悟したら，もっと安

定した施業をやるべきだ。それをや

るのに，当座の金とかなんかがなか

猪野進氏撮影

ったら，少なくとも食で米作にあれ

だけ力を入れているのと一緒で，や

っぱり林業にももっと国が助成をや

るべきだと思いますねえ。

手束もっと国の力を第一次産業に

注ぐべきだという話は完全に一致し

ておるわけですけれども，ただそい

つを実現させるためには，それなり

にいろいろ方法論があるわけでして

ねえ。やっぱり予算がなければそれ

はできないわけですわ。で予算を取

るためには,あんまりあれもだめ,こ

れもだめというておると（笑い)，

これはなかなか取れないですよね。

四手井あんまりもうかる，もうか

るといいすぎているよって｡(笑い）

手束いやいや，もうかる，もうか

るだったらまただめなんですけど

ね。あんまりだめだということにな

ると，そんなものならもう放つとけ

という話になっちまうから，そうな

らんような意欲づくりを考えていか

ないと，国の援助すらもなかなかむ

ずかしくなるのが心配なんです。



四手井だから自然保謹との関係で

も，なんかお互いに理解しないでの

反発が非常に多い。

手束多いですね。先生ともよくお

話しすれば大体一致するのに，どう

もこう．．…･･

四手井大体生態系の観念でも，こ

れはたとえば私がものを書いても，

あいつがあんなこと書きおったから

困る困るといいながら，どれだけの

林業人が私の本をまともに読んだか

といったら，読んどらへん。あなた

は別ですよ（笑い)。林野庁で困る

困るっていいながらねえ。読んだん

かといったら「いや読んでえへん。

そういうウワサや」と（笑い)。こ

れでは困るがな。（笑い）

手束私は少なくとも読んでいる。

（笑い）

四手井私はいつでもおれは林業人

で，林業の中でこういう欠陥がある

からそれは直しなさいといっている

んで，むしろ林業人はいま内輪だけ

でああだこうだいっているけれど

も，一般の人に林業というものは何

だということを，だれも知らしてい

ない。それはまあPRといったら悪

いけれども，独善すぎるんですよ。

手束それはしかし，林業のなかに

対して，しっかりせんといかんよと

いう意味でいわれるのは…････

四手井悪いところは直しなさい

と。

手束直すべきところはすなおに直

さねばならないけれども，全然知ら

んやつに,.ただでさえ知らんのに，

欠陥ばかりが頭に入って，ああ林業

はもうだめなんだという一般の空気

ができてしまうと，さっきの予算も

取れないわけですなあ。（笑い）

これからの林業政策

手束私はちょっと別の角度からと

んなふうに考えるんですが，東西を

問わず時代を主導する文化価値とい

うものに共通の変遷タイプがある。

第1のカテゴリーは実践，実利，能

率これが尊ばれる時代があって，そ

れが行き詰まって反省が出てくる

と，今度は好悪，善悪，建前，これ

が優先する時代がくる。わが国の高

度成長期はまさにこの第1のカテゴ

リーですけど,7，8年前から第2の

カテゴリーに移行しておるんじゃな

かろうか。この第1から第2へ移行

する前には，行き詰まりと反省，こ

れが支配する。第2から第1へ移行

する前には「しらけ」と「倦怠｣が出

てくる。第2の時代をできるだけ早

く切り上げて，国民の富を増加する

方向へ持ち直していくのは国民の英

知次第で，これが長引くとイギリス

病,イタリヤ病みたいなことになる。

そういうような研究があるようです

けれどもね。今，「しらけ」と「倦

怠」が感じられるのは第1へ復帰の

前兆ともいえる。好悪と建前にかく

れた真理を見きわめる意欲がわいて

くれば，自信が回復する。

林業もこの辺で好悪とか善悪とか

建前の優先する停滞から脱却して反

省を進歩の材料にすること力武真理だ

と感じとっての活力ある前進をコン

センサスの上で開始すべき時期じゃ

なかろうか，そういうふうに考える

わけですけどねえ。

四手井私がいちばん痛感しますの

は，林業人というのがあまりに視野

が狭すぎるんですわ。それで自分の

ことに固まりすぎている。もうちょ

っと視野を拡大しましてねえ。そし

て森林というものがいったい今後ど

うあるべきかということを，非常に

大きな視野で見てもらえば，そう誤

ったことは起こらないと思います。

もう1つは，高度経済成長の時の

新春対談自然・人間そして林業15

非常に悪い点で，せっかく私たちが

20年くらい前まで行なってきた，

いかに木材を節約して使うかという

ような研究が，いくらでもあったわ

けですよ。たとえばノコはいかに薄

いノコで引けるかとかね。それがも

う全部放棄されて，どんな需要に対

しても供給をせんならんという考え

方は，私は政策としてはおかしいと

思う。やっぱりもう一度，いかに節

約して，いかに文化的な生活が維持

できるか，それに対して木材がどう

あるべきか。これは政府が考えんな

らん問題だと思います。節約ムード

はなんにもないんですわ。木材みた

いな貴重なものを，いまは消耗財と

して使っているんですからねえ。そ

れをやめれば林業はまともに立ち直

れると思いますよ。

手束安定成長の中での建全な林業

の発展･…･･･

四手井ええ。林野庁なんかはやっ

ぱり消費の節約ムードを出さんとい

けません。そうでなかったら，外材

でも，林政がまともになっているソ

連とか北米諸国はいいんですが，林

政もまだ確立していない南洋材なん

か，あんな使い方をやれば，ぼくは

その責任はやっぱり日本にあると思

うんですよ。それを発展途上国の責

任にはできないdですからどうして

ももう一度いかに節約するかを考え

消費の抑制の中でどれだけの需要が

あって，それに対してどうあるべき

かということを考えるべきだと思い

ますねえ。

手束まあ消費抑制は木材だけじゃ

ないでしょうが，安定成長下では節

約の美徳というものをもういつぺん

見直さにゃいかんでしょうね。

四手井そうやれば自然保謹もなに

も，全部うまくいけると思います。

〔終〕
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鉢物育成の楽しみ

はなく，また必要もないと思っていた考えを，ぷ

んなぐられたように思いました。どんなに美しい

自然の中に住んでいても盆栽は必要なんだ，また

盆栽と一緒の生活がどんなにか人生を楽しくして

くれることを，この宿の主人が知っていたことが

うれしかったのです。

樹木はどんなに素晴らしくても，美しくても自

分から歩くことはできません。しかし鉢の中で育

てられた盆栽ならば，自分の好みで，いつどんな

場所に置いても，また飾って楽しむこともできま

す。この移動できる自然が盆栽の最大の特徴なの

です。

しかし大きい盆栽は，ある程度置場のスペース

が必要です。また購入費もかかります。けれども

小さい盆栽ならば，庭がなくても，窓の手すりの

上でも，屋上の物干しの一部でも，＝'一分,数十鉢，

数百鉢の盆栽を並べることができるのです。購入

費もお小遣いの範囲で十分です。

そして一勢に新芽の萠えだす春の眺め，葉ずれ

の音がさわやかな緑葉の夏，黄紅葉にいろどられ

た秋の紅葉，その葉を1枚2枚と木枯しに散らし

た小枝の美しい寒樹の姿と,家にいながらにして，

四季の移り変わりが楽しめたら，あなたの生活が

どんなにか豊かになってくれることかはかりしれ

ません。人と人とのつき合いで，疲れたあなたを

どれほど慰めてくれることか……。

山採りについて天然記念物や，保謹をされて

いる植物を採集してはいけないことは，林業にた

ずさわっている皆様方が一番ご存知のはずです。

しかしこの実を採取して芽を出させたり，伸びす

ぎている枝先を持ってきて，挿木によって殖やし

て，大勢の人にかわいがってもらっても良いので

めす

州
盆
栽
脈明官俊彦

「盆栽なんかいやになったな－｣，隣を歩いて

いる友人に思わずつぶやきました。もう7～8年

も前になりますが，奥多摩湖から鳩の巣へハイキ

ングのときのことです。澄みきった空気と，黄紅

葉に鮮やかにいろどられた樹木と，かたわらを流

れる多摩川の清流の音が，あまりにもここち良く

こんな言葉がでてきたように思います。汚れた空

気と，コンクリートジャングルの中で生活してい

る私には，別天地のような，さわやかな世界でし

た。

そしてこのような死の世界から少しでも抜け出

したい，生きている緑の植物と共存の生活をした

らどんなに楽しいことだろう，との願望が，小品

盆栽をかわいがる大きな原因になったことを思い

だします。しかし私たちが精魂かたむけて育てた

盆栽もこの大自然の美しさに比べれば，あまりに

も小さいスケールであったことを思い知らされた

のです。

何か悲しい気持で宿についたのですが，玄関脇

にあまり立派とはいえない盆栽が，数十鉢並んで

いたので，またびっくり”…･こんな美しい自然の

中で生活している人には盆栽なんか入り込む余地
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はないでしょうか。

また岩場などの，わずかの凹みにたまった，風

化した砂の中で生まれ，将来そのままでは必ず枯

れてしまう環境に生まれた木があります。このよ

うな木は移植して，盆栽として半永久的にかわい

がっても良いのではないでしょうか。そして殖や

した植物の一部をまた山へかえしてやったらいか

がでしょう。

どんな場所に生えている木が盆栽になるかい

かなる樹種であっても，その木のまわりに草が繁

っているような場所に生えている，いわゆる恵ま

れた環境で育っている木は小品盆栽にはなりませ

ん。草一本生えていない岩場や，赤土，または瓦

礫の崖などのように，まわりに植物の生えていな

い，また大きい樹木の育たないような厳しい環境

に育っている小さい樹木だけが小品盆栽の良い素

材になるのです。またこれほど厳しい条件の場所

でない場合は，できるだけ若い小さいものを採取

することが大切なのです。恵まれた環境で，ある

秘庇大きくなったものは良い盆栽の素材にはなり

ません。

どんな樹種が良いか

松柏頬･…･…黒松，赤松，錦松，五葉松，エゾ

松，桧，杉，コメツガ，オンコ，

杜松（ハイネズ)，槙柏（ミヤマ

ビャクシン）

雑木類………標，もみじ，かえでの仲間，楡樺，

ブナ，ヒメシャラ，ソロ，シデ

の仲間，百日紅，クチナシ，イボ

タ，錦木，ツタの仲間，桑

花もの実もの類……ウメモドキ，ツルウメモド

キ，マユミ，コマユミ，フーリン

ウメモドキ，コムラサキシキプ，

ヤブサンザシ,ヤシャビシャク，ガ

マズミ，ズミの仲間，ツツジの仲

間，富士桜，バラ

以上幾種か小品盆栽として適している樹種を記

しましたが，これ以外でもたくさんあるはずで

す。これなら小品になりそうだと思ったら小鉢に

樅え込んでみてください。小鉢で育ててみなけれ

ば，それが小品盆栽に適しているかどうかわから

ないものだからです。

採取の時期春と秋の2期あります。低地に|ヨ

生しているものと，高山に生きているものとは，

もちろん違いますが，いずれのものも春の場合は

芽ぶき前の4～5月ごろが良く,秋の場合は今年の

活動がほぼ終わった10月ごろが良いでしょう。

採取の方法これが大切です。丁寧に掘り取り

根元に自生地の土をつけ，水で濡らして軽くしぼ

った水苔でその外部をくるんでください，その上

をポリエチレン紙などで包めば良いのです。いず

れにしても根を乾かさないで家へ持ちかえること

が，山採りものを根づかせるポイントなのです。

植込みの鉢山採りものを最初に植え込む鉢

は，素焼の駄温鉢にしてください。空気や水の流

通が良く，また温度や湿度の急激な変化を防いで

くれ，発根が早いからです，焼メのかたい鉢や，

上釉りのかかった磁器鉢はいけません。

植付けの用土各樹種によって根の性質，状態

が異なるように,それを育てる)W土も,それぞれ異
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なるのが本当ですが，スペースの都合もあります

ので，松柏類，雑木，花もの実ものと，大きく3

種に分けました。

松柏類…･･…･赤玉土7，桐生砂3，または赤玉

土6，桐生砂2，富士砂または川

砂2

雑木類…･“…赤玉土8，桐生砂2で良いのです

が，樹形ができ本鉢に植え込んで

観賞できるようになった木は，腐

葉土を1割混ぜてください

花もの実もの類…･･･雑木と同じ

ツツジの仲間･…･鹿沼土7，桐生砂2，山苔ま

たは水苔1

その木が自生していた場所の土が最も適してい

ると普通考えられますが，これはあやまりです。

自生地と異なり，限られた大きさの鉢で育てられ

る盆栽は，自生地より，もっともっと良い条件の

用土で育てることが大切だからです。

用土の大きさ水排け良く植え込むために鉢底

へ敷く荒目の赤玉土,または桐生砂は4～5ミリ程

度，植込みの用土は1～3ミリ程度の大きさのも

のを混ぜて使います。園芸店などで売られている

用土は,普通粉土から7～8ミリ程度までの粒が混
じっていますから，これはそれぞれフルイ分けて

使用します。特に粉土を除くことを忘れないでく

ださい。粉土が混じっていますと，太い元気の良

い根が伸びません。

植込みの要領鉢底の水抜け穴に，サランまた

は合成樹脂製の網を敷きましたら，荒目の赤玉

土，また桐生砂を二重ねほど入れてください。そ

の上に前記配合の用土を1.0～1.5センチ加え，

直根を切りつめ上根だけを残した樹木の根を，で

きるだけ四方に広げて据えつけ，回りから徐々に

用土を入れながら植え込みます。そのとき注意す

ることは,根と用土が良くなじみ,空間をつくらな

いことです。そして根元部分まで用土を入れまし

たら，その上に水苔を繕く敷いてください。温度

や湿度の急激な変化を防ぐため，これは是非実行

してもらいたいのです。植付けがすみましたら頭

からたっぷり3回ほど潅水してください。鉢底の

穴から澄んだ水が流れ出るまで……

置場植付け後の潅水がすみましたら，すぐ

陽あたりの良い棚の上に出してください。植替後

半月ぐらい棚下などの日陰に保誠するように書い

てある園芸書がありますが，これはあやまりで

す。特に高山性の樹木以外は，鉢土を温め，早く

発根させることこそ大切だからです。

水やりどんな鉢でも，どんな場所でも，鉢土

の表面がうっすら乾いてきたら，たっぷり池水す

るものと心得てください。まだ鉢土の表面が濡れ

ているのにあとからあとから潅水してはいけませ

ん，せっかく伸び出した新根まで腐らせてしまう

ことがあるからです。

肥料小品盆栽の食事は水で，肥料は栄養剤

程度に考えてください。肥料が良い盆栽をつくる

ように思うのは間違いです。植付後2カ月ぐらい

たって1回,あとは秋の9月か10月ごろ1回やれ

ば良いでしょう。油粕を水で練り，1回に小指の

先程度の大きさのものを，2個も鉢土上に置けば

良いのです。

小さな努力と愛情さえあれば，樹木はきっと立

派に育ち，それを幾倍かに返してくれます。小品

盆栽と暮らすあなたの生活が，どんなにか豊かに

なることか請合です。

（みようかんとしひこ・日本小品盆栽会）

カンラン
井戸規雄

本邦におけるカンランの自生分布は四国，九州

(対馬，屋久島を含む)，紀伊半島南部でいずれも

温暖，多雨な地方です。

昔はカンランは一部の人たちによって栽培さ



れ，主に葉姿を観賞されたが，近年に至って花へ

とかわり，また愛好者も増え，新花の銘品が次々

と発見されています。この新花の発見は新坪が多

く発几されたことによりますが，残念なことに栽

培技術の未熟さから開花するまでの過程で枯らし

てしまうことも少なくありません。そこで今回は

私の体験をもとに栽培技術を中心に述べましょ

う。多少なりとも参考になれば幸いです。

自生地の瓊境

カンランをじょうずに育成するには，まず自生

地を知ることが大事です。

自然下における自生地の環境要因は光，温度，

土壌等で，その総合作用によってノーマルに生育

するのがいわゆる自然的な環境条件です。

自然地の坪（カンランの自生しているところを

いう）が多い環境の日光入射量は巨木の樹冠を通

して全日光量の60影，さらにかん木・シダ類を

通して直接照射量は20～30％程度です。このよ

うな状況からカンランは陰性植物に属することが

わかります（写真参照)。

温度は外気温が15｡Cになると，まず根の活動

が始まり,18｡C以上になると発芽します。また

カンランは徐々に温度を下げると0．C以下の低

温にも耐えることができますが，坪の環境からみ

て急激な温度変化をすることはなく，冬期は保温

となり，昼夜の温度較差は小さい。

水は土壊と密接な関係があり，生育の最適湿度

は70～80％（土壌の含水率)，また降雨後におい

ても溜水することはありません。一般的に緑色植

物は光合成に必要な水の量はおよそ蒸散量の100

分の1程度で植物体内に蓄えられた水で十分であ

ることからカンランの性質からみても水の要求度

は低いものと思われます。

白生地の坪の土壌をみると表土の落葉や腐葉層

が厚く，心土は褐色～暗褐色の岩を混じた土壌で

排水がよく，過湿になることはありません。土壌

酸度はpH4.5～6.0の範囲で，そのほとんどが

酸度5.0程度の弱酸性であり，アルカリ性のとこ

ろには自生していません。

植生は上I曾木は常緑広葉樹で，スダジイ，アラ
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カンランの坪（矢印カンラン）カンランの植え方

カシが主で，下層木は落葉樹のミツバツツジ，常

緑広葉樹のヒサカキ，サカキ，さらにウラジロ，

コシダが混交したところに坪が多く，また林種転

換（スギ・ヒノキの植林地）地においてもウラジ

ロ，コシダの混交しているところに坪が多いよう

です。

人為栽培環境

カンランをじょうずに栽培することは自生地の

環境を理解し，栽培にあたっては人為的にその環

境に近い条件を作ることです。

繭舎さきに述べたようにカンランは陰性植

物であること，また生長に必要な最小受光量は全

日光量の2～10％程度であり，蘭舎の設置は日照

愚を考えたうえ決めねばなりません。春期から夏

期にかけての日照量は大きく，高温であるためヨ

シズ，カンレイシャによって被覆調整します。し

かしこのことも蘭舎の設置場所，屋根の角度によ

って調整することです。また秋期から冬期にかけ

ては蘭舎内の温度は0．C以下にならないよう注

意することです。このことから，地方によって冬

期は加温する必要があります。この加温は発芽促

進の目的ではなく，自然の状態（自生地の環境）

に近づけるためです。また家内での栽培は東側の

窓側に置くのが理想ですが，特に冬期は暖房のた

め「ムレ」が生ずることがあることから時々空気

の入替えを行なうことです。

鉢の種類と栽培に適した鉢主な鉢の種類は京

楽焼の楽鉢，堅焼の信楽鉢，笠間鉢，素焼鉢があ

ります。

栽培に適した鉢は次のとおりです。
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1）排水のよいこと：鉢の型，大きさ，鉢底の

穴などによって良否が決まります。排水が悪いと

根腐れが起こりやすくなります。

2）通気性のよいこと：植物の根は酸素を必要

としますから根の周囲は常に新しい空気の流通

することが望ましく，培養土とともに鉢を選ぶこ

とです。

3）吸水性があること：鉢の内側まで上楽（釉

薬）をかけたような鉢は吸水性が悪く，根が「ム

レ」ることがあります。また素焼鉢は多孔質で
「ムレ」ることはありませんが，乾燥が早いよう

です。やはり楽鉢は総合的にみて般上ということ
になりますが，割れやすい欠点があります。また

鉢型は細長いほうがよく，鉢底の穴も小さい場合
は大きくすることです。

培養土の種類培養土はその地方によって異な

り，多種多様ですが，一般的に使用される種類と

特性をあげると次のとおりです。

1）鹿沼土：栃木県鹿沼市付近産，粒状の火山

灰土，水を含むと黄褐色となる。保水性，排水

性，通気性にすぐれている。やや酸性，般近白み
のある硬質性のものも市販されている。

2）亦玉土：関東地方産，一般に赤土（粘土

質）を小粒にしたもので粘土性の強いものは2～

3年では型がくずれない。保水性，排水性がすぐ

れている。

3）クレイボール：赤玉土を焼いたもので硬度

は高く，保水性はあるが，乾燥は早い。

4）ボラ土：九州霧島産，火山灰土，通気性は

よいが，乾燥は早い。

5）儒土（だけ土）：頁岩系のもので粒はあら

く，水はけがよい。

6）桐生砂；粒状の火山灰土，鉄分を含んでお

り赤褐色で保水性もよい。

7）岡山砂：岡山県高梁川の川砂，花閥岩の風

化したもので，吸湿性もあり，排水性がよい。

8）継石砂：多孔質の砂礫で軽く，保水性，通

気性もよい。

9）パーライト，バーミキュライト：パーライ

トは真珠岩を，バーミキュライトは蛭石を高温焼

成した軽石で保水性，排水性，通気性にとみ，一

般に土壌改良に利用されるが，最近カンランにも

使用される。

10）その他：水苔，黒玉土などがあります。

培養土の条件まず次のような条件をそろえる

ことが大切です。

1）排水のよいこと，2）通気性のあること，

3）適度な吸水性のあること，4）物理的な変化

（鉢植えにした場合,型がくずれる）のないこと，

5）清潔であること。

以上の条件をそろえるには培養土の配合の仕方

がポイントになります。

培養土のふるいわけまず培養土を配合する前

に3段階のフルイ(小粒2～3mm,中粒5～7mm,

大粒8～15mm)によってふるいわけます。

培養土の配合配合は鉢の種類，鉢の大きさ，

蘭舎の位置によって異なりますが，楽鉢で栽培す

る場合は，鹿沼土5，桐生砂3，クレイポール2

の割合で配合，素焼鉢の場合は鹿沼土3，桐生砂

5，クレイボール2の割合で配合するとよい。

植え方植えようとするカンランの根をきれい

に洗い，水切れするまで十数分間陰干しのうえ，

バルブ，葉，根を調べ，根の腐朽している場合は

ハサミなどで切り収り，病虫害の認められる場合

は消毒してから植えにかかります。まず鉢の底に

大粒の培養土を5～7粒（鉢の大きさ，培養土の

粒の大きさによって異なる）程度入れ，そのうえ

に根をそろえ,大粒,中粒,小粒の順に入れ,バル

ブが若干かくれる程度がよいでしょう(図参照)｡

植えた後はオケに水を満水して，その中に数回つ

け，泥を洗い流し，日陰に置き水切りのうえ蘭舎

に入れます。

植替え，分株の時期植替え，分株の時期は休

眠期の11月から翌年の3月までが適期ですが，

12月から翌年1月の寒期はさけたほうがよいで

しょう。

潅水鉢，培漣上の種類，蘭舎の条件によっ

て潅水回数は違ってきます。そこでおおまかな目

安として培養土の表面から1cnlほどの深さのと

ころまで乾いた時に舷水します。しかし，生長期



には潅水回数を若干多めに，冬期はやや少なめに

行なうほうがよい。また潅水は春期から秋期は夕

刻に，冬期は夜間に培養土が凍らないようにする

ため午前中に行ない，夕刻には水が切れている状

態にすることです。

肥料カンランはとくに肥料を必要としませ

んが，苗木養成の場合，窒素を主とした肥料がよ

く，液肥としてハイポネックス（小サジ1～2杯

を20‘の水に溶解)，ハイグロ（小サジ1～2杯

を20,2の水に溶解)，また固型肥料としてアブラ

カスの完熟したもの（親指大を鉢の周囲に3カ所

置く)，プレイボール（2～3粒，鉢の周囲に置

く)，またはマグアアンプK(4～6粒，鉢の周

囲に世く）がよいでしょう。液肥の散布回数は2

月下旬から8月中旬まで月に2～3回，問型肥料

は2月ころに施用すれば2カ月間隔に取り替え，

8月まで施用すればよいでしょうcしかし花が咲

きそうな成木の場合は5月以降，肥料をひかえる

ことです（窒素系の肥料は紅花に禁物)。

病虫害対策カンランは病虫害に対して強い樋

物ですが，虫害で最も注意しなければならないの

がカイガラムシ類です。カンランに寄生するカイ

ガラムシ類は数種あるようですが，その蒋生は旧

葉の付根，新芽のハカマのなか，またはバルブに

寄生することが多く，外観では発見しにくいため

常に注意をおこたってはなりません。薬剤は主と

してマラソン，ジメトエート（1,000～2,000倍)，

機械油乳剤（1～2月に50倍程度)がよく，また

最近，ジメトエート，ダイシストンなどの粒剤

（小サジ1杯を鉢の周囲にバラマク）が用いられ

ています。

病害としては炭ソ病，菌核病が主で，その予防

剤として，マンネブダイセン，ジマンダイセン，

ダイセンステンレス（200～500倍）が効果的で

す。病気は概して風通しの悪いところに発生する

ことが多く，この点十分注意することです。

以上私の体験からカンランの栽培について述べ

ましたが，栽培上手になるためにはカンランの特

性を知ることが大切です。

（いどのりお・和歌山県林業センター）
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松
の接木

二宮源太良B

松の接木は錦松や八つ房性のもの，または葉性

の優れているもの等の保俘やふやすために行なわ

れています。岬l''j家は卓越した技術と綿密な管理

のもとにすばらしい作品をみせてくれます。私も

その見事な接木の作品に魅せられて接木をしてみ

ました。しかし技術も経験もない私の接木ですか

らうまくいくわけがありませんが，それでも50％

はなんとかなりました。しかしもともと台木と接

ぎ穂が違うので数年たつと接ぎ目がはっきりして

きたり，瘤になったりでみにくいものになってし

まいました。ところが黙松の八つ房5本と四国五

葉の6本は4，5年継過すると接ぎ目がほとんど

わからなくなりました。黙八つは照松の台木に，

四国五葉はそれぞれその木の穂を元接ぎ（うち1

本は枝接ぎ)して11本全部成功しました。化学的

なむずかしいことはわかりませんが植物にも拒否

反応があるのでしょうか。写真では(ピンポケで）

よくわかりませんがほとんど接ぎ目のわからなく

なった接木による双幹です。

今さらそんなことを,と笑われると思いますが，

私でも成功した接木による松の双紳の仕立方を，

これから接木をやってみようという初心者のため

に順を追って述べ参考に供したいと思います。

種木の選定

盆栽を仕立てるには種木を選ぶことが重要なポ

イントになります。

1）よい根張りであること：よい根張りとは八

方根張りといって|叫方に根が平均に出ているもの

ので樹の生長や鑑賞上非常に大切です。とつくり

根，片根，巻き根，等は禁物です。
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2）幹がすんなり伸びがよく樹形が双幹または

三'陣にかなったもので，枝順がよく上下にほどよ

く互生している実生4年生前後のもの。胴ぷくれ

や根元の細いものは使わない。

3）葉性のよいもの：葉がよじれていない太く

て短く密なもの。

以上のような条件を満たしていれば種木として

は申し分ありませんが，非のうちどころのない条

件の揃った種木なぞはまれにしかありませんか

ら，なるべくこれに近いものを選びましょう。

(注：接木を行なう年の1月中旬ころ石灰硫黄合

剤の30～40倍液を散布しておきます。ワタカイ

ガラムシに有効です）

接木の時期

接木の時期は2月下旬から3月下旬，芽や根の

動く前に暖かいおだやかな日を選んで行ないま

す。

接木作業前に用意しておくもの

1）よく研ぎすました切出しナイフ

2）結束用のラフィアまたはビニールテープ

ラブィアは麻のようなもので薄く幅広く丈夫で縦

に裂きやすい。これで結束すると穂木が完全に癒

若したころにはもろくなって，幹が太くなるにし

たがって自然に切れてしまうので，取り外す時期

の心配がありません。

3）用土は水排けのよいことが条件で浅間砂，

桐生砂，矢作川砂，富士川砂，等地方によってい

ろいろあります。赤玉土は良質の固いものを選び

ます。

まず用意した砂を4mm目のフルイにかけて粗

い砂を取り去ります。次に1mm目のフルイにか

けてミジンコを取り去り2～3mmの砂にしま

す。赤玉も1mm目のフルイにかけてミジンコを

取り去ります。

先にフルイにかけておいた砂7にミジンコを取

り去った赤玉土3程度の割合に混合したものを用

土として使用します。

4）3～5号の土鉢またはビニール鉢，鉢底に

敬く金網を用意します。蛾近ビニール鉢が養成用

として多方面に使用されているようです。この鉢

￥
：

ー

職1

の特長は軽くて丈夫で薄いうえ，内部が広く水の

抜け道が底の穴だけなので用土の乾きが遅い｡(土

鉢の2倍以上乾きが遅いといわれています）

接木作業

まず仮植してある種木を掘り取り，接ぐ部分を

やわらかいブラシで付着物を取りのぞきます。

穂木（福幹となるもの）はかならず双幹に仕立

てる松（主幹）の1年枝で元気のよい太いものを

選び,4～5cmほどの長さに切り取り図｡1のよ

うに下部を斜めに切り落とし反対側に切りかえし

をいれます。次の作業にかかるまで切り口が乾か

ないよう水に漬けておきます。

主幹の元接ぎをする部分を図｡2のように斜め

に切りこみ（切りこみはあまり深くなく最深部で

幹の直径の4分の’程度）用意しておいた穂木を

さしこみ木質部と皮の間にある形成層を合わせ密

着させてラフィアまたはビニールテープで結束し

ます。（図3，4，5参照)。

植込み

仕立鉢の底に金綱を欺き5～6mmの粗い砂を

2cmほどの厚さに入れて植えます。植えた直後

鉢のまま水に漬けて底から水をしみこませながら

幹をしずかに動かしてやると細い根の間にまで砂

が入って落ち付きます。

最後に必要最小限度の枝葉をのこして他は全部

切り取ります。（切り取った枝葉に向かう力を接

穂の癒着に向けてやる）

管理

置き場所はフレームまたはムロ等暖かいところ

で平均温度が10～15度が理想的だといわれてい
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なりません。9月下旬ごろには接ぎ穂の太さも丈

も倍くらいになり，しっかりしてきます。12月上

旬にはフレームに入れて越冬させます。（夏は少

なくも2回以上たっぷり水をやります。春秋は天

気のよい日は毎口1回以上，冬も表土が乾きしだ

い水をやるようにします。春から夏につく害虫に

はスミチオンの少し漉度を強くした液(700～800

倍）で消稀します。

施肥

接木直後は樹勢が弱っています。人間にたとえ

れば全治5，6カ月の重傷患者です。値替えもし

てあるので根の活力も弱っています。こんなとき

施肥したら，いわゆる肥料ヤケしてしまいます。

病人には粥，接木には水です。9月下旬に粉油粕

を一つまみ鉢の縁に施す程度にします。

2年目の4月上旬に油粕の練玉を3個置いてや

ります（直径10mmほどのもの)。7月中旬と9

月下旬にそれぞれ3個ずつ，前に置いてなかった

ところへ置きます。油粕の練玉は簡単に造ること

ができます。京ず油粕を水で練り，耳たぶほどの

固さにし,施す植物や鉢の大きさにしたがって,思

い思いの大きさの玉にしてそのまま施してもよい

し，乾燥してあき缶などに保存しておき必要に応

じて使用します。

根張りの修正

3年目の3月中旬に植え替えます。根づまりを

解消し根張りを正しくするためです。

まず鉢から抜いて，からみ合っている根をてい

ねいにほぐします。直根や歩り根を切り石などを

はさんで正しく張らせ，針金でしっかりおさえて

元に戻らないようにします。鉢は大き目のものに

します（図・6参照)。

マイカー線による針金かけ

5～6年目になると双幹としての風格をあらわ

してきます。このころ針金かけを行ないます。樹

形は針金のかけ方いかんによって定まります。こ

とに双幹は初めから表裏が定まっております。主

幹は副幹をかばうように，副幹は主幹に寄り添う

ように，つまり親子か夫婦のように，曲もやわら

かく，どの方角から見てもきつい直線がないよう
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根張りの修正図・6

ます｡(暖房設備のない私のフレームでは夜間2～

3度まで温度が下がったことがありましたが大丈

夫でした）

毎日1回噴霧器で水をやり，接ぎ穂が乾かない

ようにしてやります。

1カ月ほどして芽がうごきはじめたなら毎日少

しずつ日に当ててやるようにします。

4月下旬から5月上旬にかけて外気の温度があ

がり草木の芽がひらくころ，風当たりの少ない戸

外に出してやります。土が新しいので乾きやすい

から，潅水には十分注意して，表土が七，八分乾

いたらたっぷり水をやるようにします。夏の強い

日光の直射に当てると，せっかく開きはじめた若

葉が焼けて失敗に終わりますから，午後の日光の

当たらない風通しのよい場所に移してやるか，日

よけをしてやるようにしましょう。11月下旬霜

が降るようになったなら，フレームかムロに入れ

て越冬させます。

翌年4月中旬に戸外の棚_上に出してやります

が，やはり強い日光の直射はさけてやらなければ
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に造りたいものです。

針金を幹に巻く場合，当て物をしないと傷がつ

いたり曲を付けた部分種どは食い込んだりするの

で，それを少しでも防ぐために針金に紙なぞを巻

いて使用したものですが，手間がかかる割には効

果がありません。

私は,ビニールハウスを造ったとき，ビニールを

抑えるために使川したテープ(マイカー線)が余っ

たので，これを岬に巻いておいて針金をかけてみ

ましたところ，やわらかくて丈夫で樹皮に当たり

がよく傷が付かず，先に巻いておくためこれが針

金の遊案Iﾉ1の役をするので巻きそこないがなく，

仕上りもよく見たところも悪くなく，取り外すの

にも無理がないから傷も卜1･かない。使用しはじめ

てから4年ほどになりますが今では私の針金かけ

にはなくてはならないものになりました。サツキ

のように水質部が堅く樹皮の薄いものには特によ

いようです（図・7参照)。

（にのみやげんたろう・前橋営林局）

欧米ではクリスマス・カクタスと呼ばれている。

なぜ初冬から咲き出すのか？これは南米原産

で日本と季節が全く逆であり,彼らにしてみれば，

初夏のさわやかな夜露にふれて蕾をほころばせる

のがちょうどこの頃で何の不思議はない。ただそ

の時差というか，季差を北半球にきても直せぬ無

能さによる｡だから寒さには弱く夜,室内にとり入

れ忘れて糊にあわせると,とろけてしまう｡アナナ

スやチランデシア等の観葉植物と同様で，元来が

ジャングルIﾉ1の着生植物である点も似ている。春

先きにミズゴケとパーク埖肥で植えかえ，夏は強

日光をさけて秋I｣から潅水を多くすると毎年花を

咲かせる見蕊な株になる。同じような育て方でよ

いのが5月から6月に大輪の花を咲かせる孔雀，

月下美人などと呼ばれるへラ形の葉のものであ

る。だが実はこのシャコ葉や孔雀などはサボテン

専門屋ではあまり扱われない。もっぱら花物屋と

いう園芸商が作っている。それはサボテン特有の

神様のいたずらみたいな奇妙な形態，乾きに強い

不思議な生命力とは興味の原点が大分違うからで

ある。

サボテンの性質と作り方

サボテンとは，枠が丸くなったり柱形になった

り平ぺったくなって刺のあるもの，と思われてい

る。だがサボテン専門屋が扱っているものには純

粋のサボテン科に属する植物のほかに，他のあら

ゆる科の植物で多肉質化した，いわゆる多肉植物

すべてを含んでおり，おびただしい種類である。

私の家にあるものだけでも|=数年前にリストを作

りはじめたら3,000を越えてしまいそれ以上はあ

きらめた。

そして形の上だけではサボテン科かどうかはき

わめてまぎらわしいものがある。もっとも似てい

るのはアフリカやマダガスカルのユーホルビア科

のもので，素人の見わけ方としては傷つければ乳

汁が出るのと，花が貧弱なことぐらいしかない。

サボテン科の植物，いわば本物のサボテンは，

アメリカ大陸だけにしか原産しない。ただし北緯

50度のカナダに近い所から11j米ペルーの南端ホ

ーン岬にまで，また標濁5,000mのアンデスのII1

ｻ ン
世
界

中島巖

クリスマス・カクタス（シャコ葉）

クリスマスが近づきお正月まであとしばらく，

という頃になると，花屋の店頭はポインセチアや

シクラメンであふれはじめる。そして古くからの

冊祷草やろう梅は,その陰にやっと見つかる｡近年

の都会の住宅様式や生活感から，日本在来の季節

の花を片すみに追いやってしまったこれらの洋種

のあでやか瓶色どりの''1にシャコ葉もある◎平く

ったい，小さなズワイガニのヒレ脚のような緑の

小片を継ぎ合わせた枝先に，赤やピンクの花を3

段に咲かせるやつで，ちょうど年の暮に咲くので



銘品「亮丸」(Astrophytumasterias)筆者所有

頂付近にまで分布している。もっとも多く分布し

ているのは，北米南部カルホルニアから中米メキ

シコを主とする熱綜圏であるが，日本で思われて

いる瞳どの熱帯植物ではけっしてなく，冬は氷点

下あるいは雪に埋もれる地方にあるものも多い。

ただし共通しているのは生育地に乾季と雨季があ

り，特に乾燥には強いことと，バラ科の近縁であ

るだけに金属光沢のある鮮やかな花を咲かせるこ

と，刺が退化してしまった種でも刺座というその

痕跡があること。いまひとつあげるなら太陽の子

であることである。

この性質さえ理解すれば育て方は決してむずか

しくない。乾燥期には彼等は休眠している。雨期

といっても日本の梅雨のようなものではなく浦然

としたスコールが訪れる候に十分に水を吸い生長

し,花を咲かせ,結実し，また乾期を迎える。だか

ら生長期には相当な湿気があってもよく，水もや

らねば育たないが，一・段落したら乾燥期に当たる

休みをとらせねばならない。この休みを日本では

冬の寒い頭と，湿度の高くて商温な夏に取らせる

とよい。そして春と秋に水をやればご機嫌よく育

ってくれる。ただし育つ時の気温が日本のそれよ
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りやや商いのが多いので，できればフ

レームや温籠が蝋ましい。それと原産

地がﾎlli土質の所はなく，むしろ石灰質

に術んだ砂礫土が多いので，できるだ

け水はけのよい土にしなければならな

い。この反対に鉢の土が間まってじく

じくさせると，まず間進いなく腐って

しまう。冬の低温には湿ってさえいな

ければ州､I職いものであるが，前に記

したサボテンに似たアフリカ産コーホ

ルビア等の多肉植物では0度以下では

駄日なものが多い。うっかりして1日

でも限界温度以下に会わせるとお陀仏

になる。《ド均温度などよりもこれが生

命を維持する要点である。

店頭のサボテンと専門屋

のサボテン

ところで皆さんがサボテンを手に入

れられるのはデパートや花屋の片すみ，または縁

｢|などが普通と思われる。小鉢に植えられて，そ

こに並べられるのは約50種くらいの日本でよく

増殖されるものに限られており，値段もきわめて

安くあまり差はない。

日本人の園芸技術というものは雛いたもので，

原産地であれば10年も20年もかかるものをわず

か2～3年で育てるようにしてしまった。それは

接木の魔術で，三角柱というきわめて丈夫で活力

の強い種類を台木にして，芽が出て1週間ぐらい

マッチの頭ほどのものをくっつけてしまうのであ

る。または親株の芯をえぐって出た小さな子をの

せる。

売られているサボテンに三角形の脚がついてい

たり，抜いて見ると根ぎわに三角形のあとがあっ

たりするのは皆それで，これは肥料を強く，水を

多くしてもむくむくと育つので心配はない｡ただ

脚は寒さに弱い。これは大蝿生潅的におこなわれ

ており，できるだけ早く大きくなるようにと陽を

弱く湿度を商く作ってあるので一見つやつやして

かわいいが，いわばモヤシ作りなのでややまのび

している。だから闘ってきて日当たりよい窓辺に
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置くと，しかも大ていは水はあまりやらないので，

しばらくするとしぼんでくるのが多い。当分の間

はポリ袋などを頭からかぶせておくのがよい。

次にサボテン専門崇の園芸業者から出るものが

ある。これは値段がぐっと張ってくるが要するに

殖えにくいもの育てにくいものが高くて，それifi

体のきれいさや面白さには関係はないから安くて

も気にいったものをお求めになるのがよかろう。

ところで，どこに観賞のポイン|､があるかとな

ると，まず形，次に刺や毛，そして花だろうか。

肌となると大分高級化してくる。ポール状のもの

もあれば柱形のものも，また小さな頭の群落形に

なるものもある。繊細な白毛でおおわれるのがあ

れば太くて強い刺のもの，全く刺のないものもあ

り，それぞれがその特長をはっきり出す作り方が

よろこばれる。花は体に似ぬ美しいもの，かれん

なものが多いが，ひとつの花の命は短くて，むし

ろ咲くまでのお楽しみと思えばよい。

花がきれいだからと花付の鉢を買ってこられた

ものは，あとはたいていほうり出される迩命にあ

るようだ。これを次の年また咲かせたとなるとサ

ボテン栽培の第一歩は卒業といってよかろう。

高級サボテンといわれるもの，これも人間が勝

手に格付けするも｡だが，年何回かの品評会や専
門家たちのセリ会で一鉢一鉢で値付けされたり評
価されるもの,またはそれに類する稀品類で,趣味
の世界では犬でも猫でも，また植物だとバラやオ

モトなどに共通の，私にいわせれば多分に道楽物

相手の商売人が自分の牙城を守るためにたてたし

くみともいえよう｡そこでは,系統や過去までさか

のぼる所有者.手入れの適確さ,端正さ珍しさ.な

どが要素になって斑入りのものだと径7～8cm

で数十万円の値が付くのも珍しくない。だが実際

に取引されているのは専門業者の間だけで，たま

たま素人が手を出そうとするとまがい物を高く売

りつけられるだけ。売ろうとすると二足三文にな

る。また本物の愛培品は金では売れぬのが業者で

はない趣味家の本質である。

原産地のサボテン

江戸時代の末から渡来して昭和のはじめ頃に隆

蝋期になっていた日本のサボテンは，第二次大戦

の間にほとんど壊滅してしまい，刺がささると

始末の悪いウチワサポテンが暖地に残るだけだっ

た。

昭和30年代，私はアメリカ，メキシコの知人

の採集者を通じて相当量のサボテンを送ってもら

い，また米調査地の採集を依頼した。おかげで戦

前をはるかに上回る品種が日本に渡来し，また数

|=種の新種も発見された。

私自身17年前に一度原産地帯を訪れる機会が

あった。その頃はテキサス，アリゾナの原野はハ

イウェーのすぐそばに,禅のようなサボテン,柱形

のサボテンが林立し，その花の周りを蜂鳥が舞っ

ていた。ところがその後かつての原野はブルで耕

され，こんな所と思うかつての岩石地にまで､<For

Sale"(売地）の札が立っている。今アメリカで

は国立公園等に指定された地域を除いて原生植物

はほとんど消失しつつある。おそらく中米，南米

もその運命をたどるだろう。原地の知人もアメリ

カでのサボテン採集はほとんど不可能で価格も

10年前の30倍ぐらいになった，といっている。

そして大愚の日本産のサボテンがカルホルニアに

'lih出されている。

人間の開発によって消失してゆく自然環境のあ

らわれを原産地のサボテンは適確に知らせてい

る。かつて日本にもたらされた品種の多くにすで

に採集不能と伝えられるものもきわめて多い。メ

キシコインデアンが祭りの儀式の中で食い，その

アルカロイドで生ずる五彩の幻想で知られる鳥羽

玉(AnphaloniumWilliamsii)もそのひとつであ

る。

サボテン趣味の仲間ともご無沙汰してしまって

もう数年になる。研究業務の多忙さに追われて，

今では土曜日曜のひとときを温室に入り水をやる

だけになってしまった。それでも彼等はきわめて

元気にj畠を生み，花を咲かせ，鉢を割るほどに大

きくなってゆく。この強い生命力の不思議さがサ

ボテンの第一の魅力である。

（なかじまいわお・林業試験場経営部・

日本カクタス専門家連盟名誉顧問）
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1席（林野庁長官賞）

杉木立の中を

遠野市浦旧穂一

2席（日本林業技術協会賞）

ポプラ並木

鳥取県川崎俊行
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3席（日本林業技術協会賀）

孫と一緒に

横手市佐藤久太郎

認鋸

壁

窪

2席（同）北1I1杉

獅鶴市鈴木噸‘鮴

2席（同）飛ﾙk

iWIII市北平昭惑
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3席（同）炭焼き 久慈市砿|ﾛ完一

3席(同)IIIを鍛えるカモシカ密IIIIIi山li3

田
山
四
■
■

Ｕ
２

3席(同）森のふくろう北九州市ハ･渕好則
■

3席（同）ひと!）ぐらし 喝収M'L川崎俊行

第24回森林・林業写真コンクールは只今応募受

付中（3月31日締切)。詳細は会誌12月号の募集

要領をご覧ください。主催日本林業技術協会後援農林省／林野庁
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私たちの乗った特急やまばとは，那須岳の

噴煙を左に見ながら東北地方へ入った。奥州

街道の要衝として有名な白河である。左手に

昔の城跡の天守台が，四角い石垣を見せてい

る。同行者が「白河の関はここね」という。

そう，あれからもう15年にもなる。松平定

信の城下町白河と，南湖公園を見て地元の人

に尋ねながら関跡へも行った。小高い丘が関

所の土塁とかで,立派な神社があったことと，

その小丘をおおう竹やぷに，竹の花が一而に

ついていて，花が咲くとその竹は枯れてしま

うのだ，と教えられたことくらいしか覚えて

いない。

そんなことを思い出しているうちに，スピ

ードの早い特急は，もう福島をすぎて奥羽本

線に入る。ここで奥羽山脈を横断し，米沢倫

地に下るのである。福島・米沢間は名だたる

豪雪の地。数年前まで雨鉄は辛うじて冬も走
ぱAせﾄ､和お

っていたが，平行する国道13号線（万世大
13

路）は冬期通行不可。東北の東西横断路はず

っと北の関山街道が主であった。万世大路が

改修されて，冬も通れるようになったのは，

わずか5年ほど前のことである。

現代でもこんなだから，江戸時代の参勤交
しちがしゆく

代には，職雫の爾麓を通る七ヶ宿街道が使わ

れたc東北の、氷海側，川羽の国の大名たち

の多くが通った道である。鉄道・国道が別の

ところを通ってからは，すっかりひなびた山

村になってしまっていて，かえって昔の而影

を残すものが多く，最近とみに脚光を浴びて

いる街道と宿場なのである。私たちは晩秋の

一日,111形側からこの街道をたどろうという

計画を立てた｡

特急は上ノ山駅にとまった。郡山あたりま

で億晴れていた空から，とうとう雨がおちだ

した。こうなれば一刻も早く宿に入って，温

泉であたたまるテである。

上ノ山は東北有数の淵泉。蔵王山の西裾野

にあって，旅館もなかなか粒ぞろいだ。私た
こ上う

ちは温泉街の北端にある『古窯』を予約して
寸・鮎

いた。話を聞くと，この地からは昔の須恵器

が出土したとか，それに因んで館内に陶芸教

室を設け，インテリアも陶器・陶坂づくし，
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側にはこんな家が10粁ばかり。ひときわ大

きい滑津の安藤家は，元の脇本I蝋という。は

たして今も人が住んでいるのか，疑いたくな

るほど，救れて人影もない。洲泳では道から

少しドるところに大瀧があり，ここはまた伽．

連政瑛が米沢を攻めた折の館跡でもある。

関は少し大きな集落。夏には賊王I葡麓の避

瞬地として，長老湖も近く民宿付なども開か

れるところ。それだけに断並は新しいが，郵
いおり

使局のとなりの大きな家には，浪崎雌の1値看

板があがるなど，やはり猫助である。道は材

木岩へ。性状節理の尚い雌が大きな材木をた

てかけたようで，見上げると首が州くなって

くる。岩の前に小さな茶!↓;が1'lif,おばあさ

んがシェパードや職と共に店を守っていた。

次の漁下戸沢で国道113号は北へ，白石に

まわる。私たちは，七ヶ宿で一・ばん芯のまま

という’二戸沢を目ざして，道を南にとった。

山合いの小さな畑地のなかをﾉ雌ると，すぐ上

戸沢。ゆるくカーブする道のliml1lは，蕊葺屋

根の家が!|肝10づつ。どっしりした木材の家

並み,家と家の間には納屋風の小屋があった。

その1軒のなかで，おばあさんが柿を蕊に通

していた。50年前に桑折から嫁に来たが,山

の中で寂しくて，米もできないので何度か逃

げて帰ったとか。今年も寒くて7月でもコタ

ツを入れた，昔なら大変な冷害だが，今は食

うに困ることはないのがありがたい，と手を

助かしながら話してくれた。家の前には白

菜・大根がきれいに洗って，減けるばかりに

干してある。それだけが，まだ人が住んでい

て,生きている村の難しのようで,道にも人
影はなかった。

ここから道は上りになり，福島県境の小坂

峠を越え，小坂宿をすぎると桑折の町。七ヶ

宿は終るのであるが，私たちは下戸沢に引き

返し，こけし作りの弥治郎部落を見て仙台に

向かった。いかにも東北らしい，おおらかで

素朴な表情の弥治郎こけし。そのうちで新山

久志作の一尺二寸ものを2本求めて，七ヶ宿

のおみやげとした。その昔，七ヶ宿街道近く

の湯治場から，ジイさま，パさまが孫にみや

げとして買って帰ったように－．

という凝った宿である。食事も工夫をこらし；

ており，特に朝食がありきたりでなかった。

この辺で作る白・紫の菊，「もってのほか」

と呼ばれる菊の花びらを炊きこんだご飯が珍’

しい。

そんなことで，朝食をゆっくり摂ったせいi

か,出発のはこびになったのは10時だった。i
車で国道を南へ。本当は上ノ山市の南端から’
ならげちか室

楢下・干蒲を通って金山峠へ出るのが占道だ

そうだが，あまりにも道が悪いというので，（

山形側は劃擶厨道を行くことにしたのであ：
る･これも昔，よく使われた道であるが，今・

は国道113号線となって，古いものは少なく

なってしまったという。

道の両側の家々では，今しも吊し肺作りが｜

たけなわ。家の軒先には赤玉のノレンが全面P

にかけ拡げてあり，実にみごとな風景であI

る°まだ木に残る赤い実もあり，いかにも晩

秋の山村らしい風情が満喫できた。二井宿の

宿場はすでに普通の町。まん中あたりのひと

きわ大きい瓦屋根の家は，米鶴という酒造屋

さん。昨夜のお酒もこの米鶴だった。辛口の

さっぱりした地酒である。

二井宿を出はずれると，もう家はほとんど

見られない｡道はカーブしながら登ってゆく。

金山峠からの道を合わせ，宮城県に入る。

七ヶ宿というのは，宮城県内のセツの宿場
なめつわたら碓

町で，最奥の湯原から，峠田，渦津，渡瀬，

関，下戸沢，上戸沢，小坂と七宿をへて福島
どおり

県の桑折で奥州道中に合う道のことである。

だから，まず入るのは湯原宿ということにな

る。ここには仙台藩の国境番所の跡があった

が，家並としては宿場らしさがない。次の峠

田も同じ。この辺りから，蔵王の一峰不忘山

が，大きく美しく見えだした。もう紅葉には

おそく枯れ葉となっているが，常緑樹の緑と

枯れ韮の赤茶色がまじって，遠景が美しいの

に感激。今年は天候不順で，どこも紅紫が鮮

やかでなかったとか，その紅葉の名残りに感

心している東京人の私たちに，道を歩いてい

た隆夫は呆れ顔をしていた。

滑津・渡瀬は，まだ宿場の面影を残してい

た。藁葺の厚い屋根,出し梁に格子,旧道の両
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ダム基礎地質調査の歴史

ダム雄脆の地質凋査が行なわれるよつにな

ったのはダム式発魎所をつくるためのハイ・

ダムの雌設がはじま句た頃からでその時期は

だいたい今から50～60年くらい前と思われ

る。､1111liはハイ・ダムとはいうものの尚さが

低かったのでダムサイ1､の選定の|lｷや，ダム

の没31.，加lに､I1たって地衝的な問題が起こ

ったllf,I柳*にﾉ<学の地賦の先ﾉﾋをわづらわ

せて釦睦仰いでいたのである。大正米期に

なって推晒川ダムの高さが次蛎に高くなった

のでダムの安全を確保するには雄礎の地圃状

態を櫛腿する必要が生じ，河川管理荷として

のI｢1内携門（4拠設ijT)河川局は郵時土k試

験所勤勝の地碇抑門家間、昭さん（現在，間

組噸間）にダムの地蹴澗海および険査を担咽1

させた。こうしてn本にダムの地匠釧''lのグ

ム・ジオロジス|､が鯉靴した。

氏|糊では|||人同電力会社に平野忠さんがお

られ，ダム推礎地質I淵厳に専従されていた。

氏は木簡川上流の人貯水池:1･画に関して多く

.･､・黒四ダムの思い出
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の地質調査報告を社内的に出しておられる。

この頃には霊覚者がダムサイI､の地質の透

視を行なった記録があるが，今I]ではこの地

質透視図（図参照）は歴史的に珍しいデータ

である。

昭和時代に入って水力開発が盛んになると

同時に発電用ハイ・ダムが多くなったので，

昭和10年5月内務省令，粥36号の河川堰堤

規則が，つづいて同年6月逓侭禰令鮒18号

の発電用高堰堤規則が出された。これらの規

則ではダム基礎の地質状態をコンクリート打

設前に検査する「岩総検査」規定が定められ

た。そして逓信省（現通産省）では当時鉄道

省で地質関係の仕事をしておられた故広田孝

一さん（元電源開発会社技術顧問）を兼任技

師としダム基礎地質に関する技術を担当させ

た。高m,故広田両氏は在官中ならびに退官

後も，ダム蓬礎地質の諸問題の解明，後液の

指導に尽力されたが，両氏のわが閃における

ダム・ジオロジストの先駆者としての業賊は

商く評価されている。

ダ､ムサイトの地質調査

昔臆地質の悪い場所は高いダムの建設には

適さないから岩質が堅硬で断瞬などのない場

所を選定するのが地面脇査の日的であった。

しかし戦後の経済復興にともなって発電，工

業用水，水道川のダムをはじめとし洪水防御

を含めた大規模な多目的ダムが激多くつくら

れるようになった。それにつれて，地質改良

の技術が長足の進歩を遂げたために股近では

必ずしもダムの建設に岐適でない地質の場所

にもダムの建設が可能となってきた。

また一方ではアーチ，ホログラピテー，ロ

ックフイルなど戦前にはほとんど見られなか

った型式のダムが外国技術の導入によって建

設されるようになったこのような状況下で

ダムサイトの地面調査も地画状態をri然科学

的に描写，記述する従来の方法のほかに岩雄

の物理的あるいは工学的!i'I減を測定する現位

憧岩盤試験が加えられるようになった。

現在行なわれているタ、ムサイトの地質澗

査は地表地質踏査，ボーリング,!uMMi坑道，
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I､レンチング，弾性波地下探査である。すな

わちまず地表地質踏査によってサイトの地質

状態の概要を調査し，地質平liii図および地質

断面図を描き，これらの資料を雄にしてボー

リングおよび試掘坑道の位磁を選定する。ボ

ーリングおよび試掘坑道の地質状況はボーリ

ングコアの鑑定，坑内の肉眼槻察によって調

査す為。さらにボーリング，試掘坑道内の資

料を収纏めて地質状態の解析を行なう。解析

盗料によって甚礎の地質状態を評価し地質に

適したダムの型式および設計条件，適切な地

質改良の方法などの大要を決める。しかしダ

ムの型式，設計条件および地質改良方法など

を上述の感覚的方法だけで決めると不確定要

紫が多い。高いダムの雄礎については岩盤の

剪断強さ，弾性的性質，透水性などを現位置

試験によって数字的に把握し，数値を基とし

て考察を行なうのが通常である。

最近では断層と地震の関係が|ﾘjかになりつ

つあるのでダムの耐震設計の而からダムサ

イトの近傍を通る大きな断刷の活動性につい

ても考臘しなければならないようになってき

た。さらに貯水池周縁地域の貯水による地質

的環聴の変化も見逃せない問題であるので，

ダムサイトを含む広範な地域の純地質学的調

査というソフトの面もダムの地質調査の一環

として大切なものになりつつある。

以上述べたようにダムサイトの地質調査

は自然科学的感覚が優先する地質技術者と，

工学的感覚が先立つダム技術者の緊滞芯共同

作業によらなければならない。そしてそれぞ

れの分野の技術者は相手の技術の分野につい

てかなりの程度の知識を持たなければならな

い。ダムサイトの地質調査に従事する技術者

に忘れてならないのは《《基礎岩雛もダム本体

の一部である”ということである。

ダムサイトの地質調査で印象的だったの

は"ひえつき節"で有名な宮崎県椎葉村につく

られた上椎葉ダム（高さ110m,アーチ型）

であった。このダムは日本で簸切の高いアー

チ・ダムで,当時米国海外技術顧問剛(o.C

I.)から派遣された技師たちの指導によっ
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てつくられたものである。

私はこのダムの地質調査担任技術者であっ

たが，今までに80m程度の重力ダムの経験

はあるものの115mというような高いダムの

経験はない。とくにアーチ型という従来のダ

ムとは応力の作用の全く異なるダムであるの

で非常に戸惑った。地質は砂岩と粘板岩の互

層で砂岩が大部分でポーリングコアでも試掘

坑道内の観察でも岩質は良好であったが割目

はかなり多く，砂岩と粘板岩の境界には左岸

から河床に延びるかなり大きな断層があっ

た。

ある口O.C.I技術者との公式の会議が開か

れることになったが，この席上､1Whatisthe

opinionofGeologist''の質問がくることは必

至であったので，人目につかない場所に行っ

で!お前はどう考えるのか"と自問自答を繰返

していた・しかし､tGoodenoLIghforconstP

ructionofhigharchdam"と答えるべきだ

との決心がついたのは会議の30分くらい前

であったと記憶している。

■．~ユ■■■▼甲■凸■F－■■■『■▲L一ーニーェ時
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植物の結婚でどうしても述べておかねばならぬのは自家不和合性と異型ずい

不和合性現象である。近親結婚をさける自然の知恵ともいえる。いずれも雌雄

の性器官が正常であるにもかかわらず，自家受粉した際に種子ができないこと

をいう。受粉しても受精しないからである。この性質は広く被子植物に分布し

ている。遺伝子の組合せでおこる。この現象にはじめて注目したのは有名なチ

ャールズ・ダーウィンである。アメリカでは洋梨のある品種を多数植えて果樹

園をつくったが果実が全くできず困ったことがあり，日本でもこのような例が

各地でくりかえされた歴史がある。栽培植物で自家受粉ができないと純粋な系

統がつくれず，一代雑種による収量増加がえられないことになる。樹木，たと

えばアカマツ，カラマツ，トガサワラやシダ植物でもこれがおこることがみつ

かっている。リンゴ，アンズ，テッポウユリなどが最も一般的である。

異型ずい現象というのはサクラソウ，レンギョウ，ミゾハギなどの花にみら

れるもので，おしべが長くてめしべが短い花と，おしべが短Kめしべが長い花

の間で適正受粉と不適正受粉がある。前者では短いめしべに長いおしべの花粉

で受粉する場合またはその逆では種子ができる。後者は短いめしべに短いおし

べの花粉を受粉する場合またはその逆で不和合となる。カタバミでは3型の花

があり，その間で不和合性組合せがある。図･1にその模式図があげてある。

自象不和合性に2種類あることは古くからわかっていた。自家受粉した場

合，柱頭で花粉が発芽しなかったり（サツマイモ)，たとえ発芽しても柱頭内

に入れない場合（アブラナ）がある。柱頭での発芽や花粉管の侵入はできる

が，花柱内で管の伸びが止まってしまって，受輔できない植物もある（ペチュ

ニア)。いずれの場合も拒否反応を示して，気にいらないとひじ鉄砲をくらわ

すわけである。これらのタイプは花粉のところで述べた成熟花粉の核数と密接

に関係がある。たとえば，柱頭においてひじ鉄砲をくらわすのは3核性花粉を

もつ植物と限られる。花柱内で管の伸びが止まるのは2核性花粉をもつ植物と

3核性花粉をもつそれがある。

アブラナ類などでは柱頭の表面がクチクラ層からなり，自家受粉では花粉が

発芽するが，花粉管がこのクチクラを分解できず（クチナーゼという酵素が弱

いため)，そのため花柱内に入れないのである。このタイプでは次のような方

法で自家受粉種子をえることができる。柱頭を切りとったり，または柱頭を切

開して，そこに受粉する。受粉前の柱頭を鉄のブラシでこすり，のち自家受粉

する。柱頭にエーテルや10形苛性カリをぬりつけてこする。受粉する際に，

その花粉と柱頭との間に100Vの電圧をかける。受粉した花を4～20%の炭酸

ガス巾に入れる。以上のような方法で自家不和合性を克服しているが，どれも

碓実とはゆかないようである。

花柱で花粉管が止まってしまうペチュニアの場合はアブラナの場合よりその

理由がずっと複雑でむずかしくいろいろな学説が出されている。その学説はと

もかく，自家受粉による種子をえるには次のような方法がよい。テッポウユリ

ではナフタレン酷酸，ジベレリンまたはベンジールアデニンなどの植物ホルモ

ンを子房にぬりつける。これらのホルモンで花粉管の伸びが促進されるわけで

はなく，子房がしぼむのを防ぐことに効果がある。ペチュニアでは花が満開の
●●●

時に受粉しないで，花がしぼむ直前に受粉するちたい受粉や，蕾の時に受粉す

る雷受粉の例がみられる。花から分泌される液で柱頭をなすりつけ，それから
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受粉するとよい。めしべに放射線を照射することもおこなわれて

いる。マツヨイグサでは50｡Cのぬ墨ま湯にめしべをつけるとよL

い・二カ所受粉というのがある。柱頭にも，胎座にも受粉する。

胎座受粉というのは子房に孔をあけて種子がつく胎座に直接花粉M
をかけ，受輔をたすけるのである。柱頭受粉がだめなら胎座受粉

があるさというところである。キンギョソウなどではコルヒチン
S

で植物体を4倍体にすると自家和合性となる。

試験管内受輔というのがある。未受粉の種子をあらかじめ組織

培腱の方法を用いて服菌的に堵蕊しておき，そこに直接花粉をま

いて受精させるやり方である。インドのデリー大学で開発した方
’
lを朧化

法でケシなどで成功している。日本でもかなりの人が研究してい

る。同じ試験管内で未受糒種子と花粉を培養するわけであるから，花粉が完全図･’

に発芽し，花粉管が十分伸びることと，受精後，種子が完全に発芽することが

前提条件である。理くつではうまくゆきそうだが両者，つまり花粉と種子の成

長の要求性が異なることもあって，うまくゆかないこともある。

自家受粉をするとなぜ花柱で花粉管の伸びが止まってしまうのだろうか？種

子ができる和合性組合せとできない不和合性組合せで花柱内のいろいろな物質

の代謝変動をみると，そのちがいがわかる。そのちがいと不和合性遺伝子との頻度，影

'|'柱花短性花

3型異型ずい花の場合の不和

性（錠と鍵が合えば和合性と

なる。白，柱頭；黒，蒲）縦

軸のL,M,Sはおしべとめし

べの位腫（高さ）

ｲ和合性
40

対応をみようとするわけである。両者の組合せで,花粉管の長さが図・2にあげ

てある。不和合性組合せでは花粉管の伸長がおそく，和合性のそれでは早いこ

とがわかる。呼吸率,聴類,アミノ駿量,たんぱく質量,いろいろな酵素活性が棚3O
くられ，両者でかなり異なることがわかっている。特に興味があるのは，蛋白

質で,DNA(遺伝子）→RNA→蛋白質という系から，不和合性遺伝子に対20

応する特別な蛋白質がつくられるはずである。これは花粉管でも花朧でもおこ

ることである。どの間で免疲反応がおこなわれる可能性があ為。湘実，マツヨ，0
イグサやペチュニアを用いて研究され，そのような特異性蛋白がとりだされて

いる。この事実を重視し，自家不和合性でみられる呼吸の増大などは二次的反

応と考えている学者もある。雌ずいに抗体がつくられ,花粉の蛋白と反応する0
免疫化学はわれわれにとっては魅力的である。

花粉管の伸長には低速度系でコントロールされる系と，高速度系でコントロ

ールされる系があり，これらがオペロンの働きで動くとする学説がある。遺伝

子活動の制御を説明するオペロン説の登場である。

植物では近親結婚を防ぐいろいろな工夫がみられる。花の構造をみてもめし

べの柱頭が満より上のほうにつき出ているし，同じ花でもめしべとおしべが著

しく離れている。また同時に成熟しないなどの工夫もある。おしべが先に熟す

る花もあれば，めしべが先に熟する花もある。劣悪遺伝子が重複することによ

って子孫に弱い植物が出現するのを防ぐためである。

錨者は20年くらい前にユリの自家不和合性の研究に従事したことがある。

テッポウユリで自殖種子をえる目的である。当時から，この問題は械物学上で

も大変解明がむずかしいテーマと思っていた。現在に至るも，生殖生理学上

最も興味があり，理論と実際が平行して進められている分野と癒っている。自

然にあ鳥和合種および不和合燕ともに長い年月をへて適応の結果生じてきたも

ので，その解明がまたれている。次回『フラスコ内の生殖器官』
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花粉管伸長率，圃圃/時間

図･2ツキミソウの不和合性受粉で

は花柱中の花粉管伸長率が低

いが，和合性受粉ではこの伸

長率が高い（エマーソンよ

り）

8
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はじめに

ヤクスギについて語る人は多い。ある人は姿か

たちの偉容を，ある人は杢の美しさを，またある

人は，それをかこむ自然を。しかしながら，栄枯

盛衰めまぐるしく移りかわる浮世からみれば，数

千年にわたって生き続けていることは，すでにそ

の事実からして驚異である。その地におよそ歴史

の始まるはるかむかしから生をいとなむスギのあ

ることは，人をしてエリをたださしむるに足るも

のがある。

この自然の偉大な力が，はかない人間の眼に，

いかに神秘に映ろうとも，自然には自然の理法

があるはずである。ヤクスギとてスギの木なれ

ば，そこには，長寿をまっとうできるだけのメカ

ニズムが，その結果あのすばらしい杢を生むだけ

のしくみがあるだろう。そこでこのヤクスギの長

寿と杢の謎について，いささかなりと思いあたる

ところを述べてみたい。

世間では，老害問題なるものがさわがれはじ

め，ただに馬齢を重ねたがゆえにのみ，尊いはず

もないのだが，ことはスギの木ゆえご寛容ねがい

たい。馬齢も数千年ともなれば，春をことほぐに

ふさわしかろう。

なお以下は，松方前林野庁長官ならびに光本熊

本営林局長のご後援を得て行なったヤクスギの特

性に関する研究の資料を使用させていただいた。

両賢台に厚く謝意を表するしだいである。

ヤクスギー長寿の木

屋久島には長寿のスギが多いことで有名であ

る。それを列記すれば表のとおりである。溌も古

い縄文スギは，高塚歩道のウィルソン株から1．2

kmの海抜高1,280mのところにある。地元では

樹齢7,000年といわれているが,根元回りが28．0

Inl胸高直径5.0mであることから推算すれば，

5,000年以上とみられよう。また,ウィルソンが発

見した有名なウィルソン株は，根株の回り32．0

nl,胸高周囲13.0m,樹齢4,000年とされる。ヤ

クスギの古木は：7,000年以上の寿命があるもの

とみられている。そのようなスギの古い生木，枯

木，埋木などが伐出され，利用されているのが現

実である。

九州のスギもヤクスギも，古い時代にはほぼ似

たスギであったということができるが，九州本土

のスギは,九州の気象,土壌および産業条件からの

選択をうけて，現在では異なったものになってい

るといわなければならない。ちなみに，ヤクスギ

の1代に相当する期間に,九州の一般造林木では，

伐期齢50～60年のさしき造林木に換算して，ほ

I=100回程度選択が繰り返された勘定になる。伐

期200年の天然更新の場合でも，数十回は自然選

択を経ていることになる。この間には，更新地域

の環境条件に適合した種々の品種が現われたであ

ろう。古いスギとではかなり異なったものになっ

ていると考えてもよいだろう。
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ヤクスギの有名な長寿木
称｜位 遇海抜高IHD|枝下高|樹齢名

小杉谷林道｡零I1
1代は根元21nの穴洞，
で自然枯死か伐採され，
いる

‘船|遜矧周＆訓
2代目は高さ6.5mのとこ

その上に3代目が発生し

年ｍ
ね２
ろ
て

代スギ三 1,600

仁王スギ

翁スギ

ウイルソン株(枯）

火王スギ

繩文スギ

母子スギ
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この関係をよく知るためには，屋久鳥の地質，

古地理およびヤクスギの古植物学的見方が必要に

なってくる。

そこでまず，スギ科，スギ属の種類，その出

現，および発達の過程などについて簡単にみてお

こう。

スギ科の植物は名をヌマスギ(Taxodia)とい

い，沼に生える植物と称されている。この科は，

コウヤマキとメタセコイヤの扱い方で若干ちがっ

てくるが，それらをのぞいて8属と考える場合が

多い。

い。

元熊本大学教授の遠藤誠道先生によれば，スギ

はタイワンスギと先祖を同じくし，水松の末喬で

あり，水松と並んでセコイヤ,メタセコイヤ,ヌマ

スギなどが発達したとされる。そのことは，古生

物学,地質学,花粉分析などの研究によって裏付け

られている。すなわち,スギ属の中の,セコイヤ，

メタセコイヤ，ラクウショウ，水松などは中生代

の白亜紀（1億4千万年前から7千万年前まで）

に，コウヨウサンは新生代の中新世（約2千万年

前）に繁茂し，スギは鮮新世の前紀（約1千万年

前）に発生して現代に至っている。第4紀の洪積

世後期(28,000年前）には寒期が押し寄せてエゾ

マツ，コメツガ，シラビソの植物群落が旺盛とな

り，スギ科の植物はスギを残して他はほとんど消

滅してしまったとされている。

ヤクスギが九州のスギと祖先を同じくしたとみ

られる最も新しい時代は，この寒冷期，今から

28,000年から17,000年前の時期で’当時屋久島

は本土と陸続きであった。樹齢5,000年を越える

ヤクスギは，この氷期のすぐあとに続く第4紀沖

積壯からえんえん生き続いていることになる。何

代にもわたって選択をうけた九州のスギに比し

て，ヤクスギはけだし生きた化石ともいえる。

Cryptomeriaスギ日本

Taxodiumヌマスギ北米東南部
（ラクウショウ）

Sequoiaセコイヤメスギ北米北部

Sequoiadendronセコイヤオスギ〃

Glyptostrobusスイショウ華中，華南

Taiwaniaタイヮンスギ〃

Cunninghamiaコウヨウサン〃

Athrotaxisミナミスギオーストラリヤ
のタスマニァ

この8閥は分布からみれば，太平洋をかこむ地

域にそれぞれ孤立しているので，花森列島の生立

に起因するものと考えられるが，詳細はわからな
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それから1,000年生までが特殊用材，1,000年以

上が特殊銘木とされる。

日本農林規格による銘木類とは，①材質または

形状がきわめてまれであるもの，②材質のきわめ

てすぐれているもの，③鑑賞価値がきわめてすぐ

れているもの，④以上の形質をそなえたうえに，

かつ伐採できるもの，とされている。

屋久島

世界的にみてもたぐいまれなヤクスギを育てた

屋久烏は’九州最南端の佐多岬から南に60km,

琉球島弧の東北端にあり，周囲105km,総面祇

54,000haの円形の島である。中央に九州壌商の

宮浦儒(1,935m)をはじめ,1,800m以上の永|n"

1代木
ヤクスギの樹形の変遷

rエ
｡一一÷ 一一 ーー

樹齢50 400 600200 ００Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｖ

ｌ
ｌ "i

(1,890m),栗生岳(1,860m),黒味岳(1,836m)

がそびえ，それらを囲むように1,500m級の諸岳

が，さらにそのまた外側を1,000m以上の山々が

囲んでいる。そこに育ったスギもさることなが

ら，直径30kmにも満たないこの島は，すでにそ

の容貌からして神気あたりをはらうものがある。

屏風のように林立する山々がかたちづくる大小

無数の谷は，よく太陽が照り込み，台風などがも

たらす大面稜の風倒害からまぬがれている。年間

10,000mmを越える降水量からもわかるように，

花崗岩質のこの島をひっきりなしに雨が洗い，そ

の雨もたちまち谷へ流れ込み，空中地中の水分は

常に良好な状態にたもたれている。

その条件の最もすぐれたところが，海抜,,,00

~1,600mの雲霧帯である。同所は山麓で生じた

霧が午前，午後ともにたなびいており，また海上

を流れてきた水蒸気が霧と化して，ほとんど年中

霧におおわれている。

蕊
11代木

樹齢1,000

ー

1.200 1,400

その道の権威者によると，銘木としてのヤクス

ギは,外側20～30cmが最も重要であり,0.2mm

の厚さで剥ぎベニヤ板として利用する場合，ベニ

ヤ板1枚(1m×2m)1万円以上もするとい

う。ベニヤ板の杢はスライディングの傾斜によっ

て異なるが，その基礎は柾目の形から出発する。

直径生長の最適位は1cmに20の年輪すなわち

25cmには500の年輪があることが条件であり，

その場合の板目の年輪幅は0.2mmのcos3(8:

スライディングの角度）で表わされる。杢を重要

視するヤクスギの材では秋材と春材の比率による

杢の明暗からの渋味，優雅さなども加味される必

要があるが,1m×2Inのベニヤをとるには，千

年以上が必要ということになろう。

杢にはさまざまな文様があり，それがかたどっ

ている事象になぞらえて，渦，波玉，うずら，霞

などの名で呼ばれている。それらはいずれも，生

理的にみれば，年輪の異常生長に基づいている。

林木の横軸生長，つまり肥大生長は，幼時は均

ヤクスギの杢

ヤクスギとは樹齢1,000年以上のものをいう。

1,000年生以下はコスギ，200年生以下は普通の

スギと呼ばれるが，その区別は材の利用価値，銘

木価値の点でもなされている。すなわちほぼ200

年生までは一般建築材として使用されるもので，
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一であり，整った年輪をかたちづくるが，年次別

気象の変化や局所気象，光照射垣に伴う気温，地

温，湿度，風向，隣接木との関係，その他のわず

かな不均衡の影響が長年累積されることによっ

て，樹齢が高まるにしたがい，しだいに不均一に

波打つようになる。髄線のつながる分岐板，また

は中心軸に向かって強く傾斜した若い細胞群のと

ころが刺激をうけて分裂を重ね，うねりはますま

す大きなものとなる。その状態は材の放射組織の

細胞配列，樹皮の亀裂の模様によっても，おおよ

そ推測することができる。

花山，荒川林道ぞいの200年生の林をみても明

らかなように，ヤクスギは，元来きわめて通直で

定枝の数を著しく増加させる。ヤクスギは台風と

いう天然の力によって，人知れず，たえ間なく台

切が行なわれてきたといえるであろう。

スギの幹の台切が軸の生長に及ぼす影響は，母

木の高さ，樹齢，生長状態と台切の高さとによっ

てさまざまである。筆者はかつて牧の崎のスギの

更新を「風衝更新」と名づけたことがある。風に

よって落下した落葉広葉樹の枝葉がスギの幼木の

幹を折損することによって，その下方の枝が飼甸

状になり根が発生し，そこからおもむろにたち

あがった側枝苗によって更新が行なわれているこ

とを明らかにした。ヤクスギの場合にも，幼齢時

代に被害を受けたものは，採穂木の台切の場合と

同様に，側枝が心に変わり，その心に変わった幹

も，数十年すればふたたびその幹の上長生長が衰

えて,前と同様,風雪害，その他の自然力によって

心折れを生ずる。2回目の台切が行なわれたよう

な状態になる。この場合もまた，上長生長に使用

される予定の養分が根の生長，および幹の肥大生

長を促進する結果となり，それは最終的に杢の発

達を促し，スギの寿命を延ばすこととなる。この

一一
－－

|;,11０００
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ような台切の繰返しがヤクスギの長寿と杢の発達

のひとつの源となっているといえる。

丸味の強いものである。このように素性のよろし

いヤクスギが，妖怪きわまる杢を生むにいたるの

は，何によるのであろうか。大自然が生みだすこ

の芸術作品の謎を大自然のなかに求めてみよう。
ヤクスギとヤマグルマ

表土がうすく，乾燥または湿潤高冷地帯のスギ

は，いったん梢の先が枯れはじめると，枯損はど

んどん降りてきて，地上数メートルを残して枯死

してしまう。その枯れた部分は風雪によって吹き

飛ばされる。上部を吹き飛ばされることによって

台切されたヤクスギは，その破損箇所に一種の
●●●

うつるをしつらえることになり，この破損ででき

天然の台切

屋久島に襲来する台風の数はきわめて多く，ま

た強風はそれに数倍する。そのたびにヤクスギは

混交する広葉樹とともに揺り動かされて，聯や枝

の折損を生じる。街路樹の整枝・剪定に応用され

ているように，台木の剪定は，幹から発生する不
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た不定形なくぼみには，中国本土から飛来した黄

土，周辺の腐朽土，地衣類，蘇台類の遺体などが

たまる。このたまりこそがヤクスギ更新の床とな

るわけである。かろうじて生き残った幹の先端に

できたこのたまりには，ヤマグルマ，ヤクスギ，

その他が発生して生育しているのがみられる。ヤ

クスギの稚樹が幹にくっついた場合は接木であ

る。傷口が癒傷組織で包まれれば新芽（一種の萌

芽）がでる。このようにしてできたものが2代木

で，その2回目の繰返しが3代木である。
｡｡④

地上数メートルのたまりに生えたヤマグルマ

は，スギ皮の腐朽した部分を伝わって地上に降り

てくる。その後勢力を得て一般の喬木の場合と同

様に，スギの幹にまつわりつきながら旺盛な生長

をとげ，スギの幹を左右にしばりあげることにな

る。北山スギの膳丸太でシポを養成する時のよう

に，根または幹で強い側圧を加え，凸凹を発生さ

せるような作用を与えている。このようにして生

じる年輪のみだれもまた，ヤクスギ独特の杢の発

達をうながすひとつの要因ともみられる。ヤマグ

ルマの効果は，樹齢が高まるにしたがって大きい

が，あまり高齢となれば，樹勢も弱まり，杢を作

ることができず，終局においては枯死してしま

う。虚空を抱いて立つヤマグルマの単木の姿が見

られるようになるのもこのためである。

ヤマグルマとの共存

屋久島のヤマグルマは，海抜高800mあたりか

ら現われはじめ，ほとんどの場合，スギと共存し

ている。ことに海抜1,300m付近では著しい。ヤ

クスギはヤマグルマにただ宿を貸すだけなのか，

それとも，なんらかの反対給付を受けているので

はないだろうか。

ヤマグルマは広葉樹のなかで数少ない仮導管植

物である。しかも脂肪酸に属するパルミチン酸を

有し，鳥虫類の捕獲，護膜代用，医療用などに供

する鳥もちを産することがわかっている。皮層，

ことに癒傷組織を保謹し，細胞の再生を助ける作

用があることを思いおこすならば，ひょっとして

ヤマグルマからヤクスギヘ，このパルミチン酸

が，不老長寿の妙薬として，ひそかに送り届けら

れているのかもしれない。

根と根，幹と幹を接触させたヤマグルマとヤク

スギの幼齢苗を試科に，リンと二酸化炭素の同位

元素（ラジオアイソトープ,82Pおよび'4CO2)を

組織の一部から吸収させ，養分の移動を追跡した

筆者の実験によれば，微瞳ではあるが養分の移動

が認められた。これだけから，ヤクスギの長寿は

ヤマグルマのパルミチン酸による，と断定する

ことができないのはもちろんである。養分の移動

とパルミチン酸の効果とは別の問題であろう。ヤ

クスギの細胞にどのように作用するかも未知のこ

とがらである。しかしながら，ヤクスギが他の植

物に比して頭抜けた寿命をもっていることはあく

まで謎である。この謎を解くひとつの鍵を，ヤマ

グルマとの共存のうちに尋ねることもあってよい

だろうと思う。

スギとヤマグルマとの共存はさらに，ヤマグル

マがつくる庇陰によってスギの葉の蒸散量が調節

されるといった2次的効果をももたらす。また根

の競合をさけ，あるいはむしろ両者が癒結合して

スギの生育を維持している場合が多い。これらも

ヤクスギの長寿の一因とみられる。

おわりに

ヤクスギの長寿と杢にまつわる謎の片鱗を筆者

なりにうかがってみた。屋久島の自然環境保護を

叫ぶためにも，ヤクスギそのものの理解が不可欠

であろう。現在の自然環境保護の見方は，現状保

持第一主義で，極言すれば「放つとけ自然主義」

ともみられる。しかしながら，自然は生きており

動いているのであるから，その動きを見極めて，

その自然環境の保続，再現に通ずる処置をもあわ

せてとるべきである。単なる感傷的な立場から一

歩を進めて，再現，補修，保続の管理体勢を真剣

に考えるべきであると思う。この拙文がなにかの

きっかけになればさいわいである。

（いしざきあつみ・玉川大学農学部教授）
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抵抗性育種および抵抗性要因

大山・川述・商木・大庭

（共同研究）畜産利用が林地保全

におよぼす影響に関する研究

防災・経営研究室

（共同研究）艇林漁業における環

境保全的技術に関する総合研究

育林部長・育林青2．経営・

土じよう・防災・昆虫研究室

（共同研究）マツ類枯損激害地域

の更新技術

育林部長・経営・土じよう

研究室

九州産ヒノキ苗のアイソザイム

川述公弘

冬におけるサシスギの水ポテンシ

ャル高木哲夫

スギさし木苗の植栽後2年間の新

根発生数上中・高木・大山

ヒノキ林分密度管理図の作成一九

州地方の5県の民有林と九州地方の

国有林一飯盛功

あかまつ保育形式えびの試験地第

2回定期調査結果

尾方・上中・飯盛・竹下

林内人工更新試験地の林内微気象

測定例上中・飯盛・尾方

筑後川上流域森林造成維持登用の

推計一森林レクリエーション機能関

連部門柳次郎

マツ，ヒノキ苗の連作，輪作試験

長友忠行・下野園正

シラス地帯における崩壊地の発生

特性志水俊夫・河野良治

妖肥スギ14品種の暗色枝枯病の

耐病性比較調査

橋本平一・鈴木和夫

スギタマバエ加害によるスギ春芽

数への影響吉田成章

九州におけるシイタケ害菌の大発

生について安藤正武

画 嗣眉開 ※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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農林省林業試験場研究報告

第281号昭和51年2月

プロトリグニンの液体アンモニア

中金属ナトリウムによる分解

・山口彰

（研究資料）林業試験場電算機プロ

グラミング報告(3)相関係数行列と

散布図椎林俊昭

（研究資料）林業試験場電算機プロ

グラミング報告(4)0－1整数計画

法黒川泰亨

第282号昭和51年3月

木質系内装材の摩耗鈴木正治

空気比較式比重計による木材の樹

脂注入難易の判別法

谷口実・古谷剛

重合促進剤併用による合成樹脂充

填木材の製造に関する研究

谷口実・古谷剛

第283号昭和51年7月

トドマツオオアブラの個体群動態

と多型の出現機構山口博昭

スギ赤枯病の薬剤防除に関する研

究Ⅱ川崎・西村・陳野

（研究資繩わが国の架空線集材技

術小沼順一・柴田順一

第284号昭和51年8月

エゾヤチネズミ個体群の変動に関

する研究(Ⅳ）出生後の生長に影響

する飼料の配合組成桑畑動

自動制御型集材機の開発（第1

報）兵頭正寛

森林土壌の腐植に関する研究第4

報，乾性および湿性ポドゾル，暗赤

色土，泥炭土および泥炭の腐植の形

態 河田弘

浅川実験林苗畑の杭試験(5)硫酸

銅，ウォルマン塩系防腐剤ならびに

ポリデン塩系防腐剤による処理杭中

における金属残存量の10年間の経

年変化雨宮昭二・庄司要作

第285号昭和51年9月

ダグラスファ－2〃×4"’2〃×

6"材の高温乾燥に関する研究

鷲見博史

沖縄地域における赤色土，黄色

土，赤黄色土，表層グライ化赤黄色

土および暗赤色土の遊離酸化鉄の形

態西田豊昭・小島俊郎

森林生産の場における根系の機能

Ⅲ根密度と根系の吸収構造

苅住昇

昭和50年度農林省

林業試験場九ﾘ'l'l支

場年報第18号

（主な項目）

（共同研究）マツ類材線虫の防除

に関する研究

保謹部長・樹病・昆虫・育林第1

研究室

マツノザイセンチュウのマツ樹体

内での動態反応および防除

橋本・堂園・清原・鈴木

マツノマダラカミキリの生態と防

除森本・岩崎・倉永・吉田
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を続けていましたが49年度に続き

50年度にも0.4kg増加し31.5kg

となったことが注目されます。

2）国民1人．1日当たり供給熱

量は，48年度までは増加基調でし

たが，49年度には，インフレと不

況の影響もあって食料消費が減退

し，供給熱量も大きく減少しまし

た。50年度には，食料消費は回復

に向かいましたが，なお供給熱量は

減少し，前年度を19カロリー(0.8

影）下回る2,468カロリーとなりま

した。この主な原因をみますと，48

年度までは，でん粉質食品による供

給熱量が減少する一方で，畜産物，

砂糖類，油脂類からのカロリーが増

加し全体の供給熱量を増加させてき

ました。しかし49年度以降,①砂糖

類の消費量が大きく減少した，②畜

産物についても，49年度には減少

し,50年度においても若干の回復に

とどまった，③でん粉質食品からの

供給熱量の減少が続いていること，

農林鶏昭和50年度

食料需給表の概要

農林省は昭和51年11月22日，

わが国に供給される食料の生産から

最終消費にいたるまでの総量および

可食部分（純食料）の国民1人．1

日当たりの供給数量と栄菱量をとり

まとめた「食料需給表」を発表しま

した。

この食料需給表はFAO(|国際連

合食濯農業犠構）の食料需給表の作

成に準拠して作られていますので，

わが国の食料需給の実態が把握でき

るだけでなく，諸外国との国際比較

も可能です。

調査結果によりますと，経済成長

がマイナスとなった49年度には国

民1人当たりの実質食料支出や供給

熱量も減少しました。

50年度に入って国内景気のゆる

やかな回復に伴い食料消費も徐々に

回復に向かい，総理府の｢家計調査j

による1人当たり実質食料支出は

1.5kgの増加となりました。しかし

食料糖蜜の増加が小さかったこと

と，カロリー価の高い砂糖類が減少

し，油脂類が横ばいであったこと等

によって1人．1日当たり供給熱量

は,19カロリー減少しました｡以下，

まとめてみますと，

1）国民1人・1年当たり供給純

食料は49年度に比べ,果実,肉類

牛乳・乳製品，小麦等が増加したの

に対し，米，砂糖類の減少および油

脂類の停滞が目立っています。

とくに主食である米は年々 減少し

て88.1kgとなり，反対に小麦は45

年以降48年度までおおむね横ばい

林家の林業経営収支（全国1戸当たり平均）

林
業
粗
収
益
林
業
経
営
費
誌

481

143

16

140

101

”
６
ｎ
画
鍋
一
麺

｝

資料：農林省「林家経済調査」

随簾誰騨みる日本の称業’ 低迷等から，わが国の林業生産活動

は停滞の度をいっそう深めてきてい

ます。

このため，近年の林家の林業経営

収支は，悪化する傾向にあります。

農林省「林家経済調査」によると，

50年度の林家の林業所得(全国1戸

当たり平均)は,29万7千円で前年

度より5％減少し，2年連続しての

減少となりました。これは，林業粗

収益がわずかながらも減少している

のに対して，雇用労賃等の林業経営

不況下の林家経済

昭和49年来の長期にわたる不況

のなかで，木材需要の減少，価格の

~■一､一

~一籍顎一一
一一

3171402 “5 464 458 99 274 881 … 6,498

46年度 47 48 49 50 対前年度
比（だ）

保有山林規模別（50年度）

5～20ha 20～50 5｡~loolloo~5CO



などがあげられます。

3）1人．1日当たり供給蛋白質

は，前年度より0.19増の78.8g

となり，48年度の水準に回復しま

したが，これは主として肉類，牛乳

・乳製品等の増加によるものです。

供給蛋白質のうち植物性蛋白質は引

き続き減少しましたが，動物性蛋白

質は0.2g増加しました。このため

50年度の蛋白質供給通に占める動

物性蛋白質の割合は44．3％（前年

度44.1％）に高まりました。

4）1人.1日当たり供給脂質は

59,49で前年度に比べわずか0.19

の増加にとどまりました。

このようにわが国の食料消費動向

は49年度の減退からゆるやかな回

復を示し,51年度に入っても続いて

いますが，今後の食料消費の伸びは

48年度以前とは若干内容を異にし

ており，また，そのテンポもゆるや

かなものになるとみられています。

費が増加したことによるものです。

林業粗収益の部門別には，立木販

売の減少と，きのこ生産の増加が目

立ち，特にきのこ生産収入が粗収益

総額の4分の1近くを占めるに至っ

たことは注目に値します。

保有山林規模別にみると，20～50

ha層および50～100ha属の林業所

得は,前年度に比べそれぞれ30%,

12％の減少を示し，他の層では微増

しています。これは，5～20ha層

では林業経営費の支出を前年並みと

し,100～500ha閥では立木販売収

入を20％も増加させて，不況への

対応を行なったのに対し，20～100

ha層ではこのような対応ができな

かったためと考えられます。
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三

ヨ51年度で終わる第四次防衛います。三
三
＝

:力整備5カ年計画以降の防衛計防衛支出は，昭和32年の国三
胃！

~1画（ポスト四次防）の埜本とな民総生産(GNP)の1.46%か

る「防衛計画の大綱」がこのほら年を追ってスローダウンし，

ど閣議で決定されました(10月42年以降は1%の大台を割っ皇
驚 三

§29日)。この大綱には,所要防て0.8~0.9%間を低迷してい三
：目： ：＝

堂衛力の考え方から誌盤的防衛力ます。防衛庁のいい分では，日三
三 二

言の発想へ,5ｶ年計画方式からポ米安全保障という大きな安全弁言
三単年度計画への切り替えなどわがあるにしても，よその国では字
＝

二＝

三が国の防衛計画の大きな転換がGNPの数％以上を防衛予算に
冒

言示唆されています。 スさいているのにわが国の防衛に
従来の防衛計画は，わが国に1％以上を使うことを許してく＝

＝対する侵略があった場合に，国れないのではとても国を守るこ

言の権利である自衛権の発動によ卜とはおぼつかないということで
＝

三って戦略的には守勢に徹しなが す。基盤的防衛力の構想をうち三
三 三

電葦え(專守隣絢で凋辺藷四鰯磯鰐窒灌
三ら，独立と平和を守るというた

＝

国の軍事力の動向をにらんで，だから，いざ情勢の変化がおき

必要な鱗繍力をととのえると“次態震鑿隠鴬正三う考え方でした。

今回の大綱では，基盤的防衛むをえませんよ，という一種の三

℃駕蕊等』感鰯防鱸潔職蟹さゞ
＝

冒は現在の国際間の平和状態が続質の向上に努めるといって＝
＝ 二

言くという判断に立っています。も，技術と対抗技術との果てし三

そうして平和時にも必要な最小ない競争の中ではばく大な金を

限の防衛力として現有装備は量食うものです。武器の高性能化

一的にはほぼ水準に達しているとを際限なく求めていくならば量＝

鵜:饗議薫議離
＝

三悲惨な戦争を経験したわが国りません。
＝『

言では，防衛問題について国民の「防衛計画の大綱」は在来型
＝

言合意を取りつけるのは容易ではの増強方式が限界にきたことを
＝

三なく，非武装中立論から自主防認めるとともに，軍事力だけに

冒衛論まで多様な主張がなされて依存する安全保障がもはや成り

おり，自衛隊はいまだに肩身の．立たなくなった新時代の到来を
＝

＝

せまい思いから抜け切れないでつげるものかもしれません。三
‘三
三
＝二

現代用語ノート言
薑
＝
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著者太田勇治郎先生は大正

4年東大卒，農商務省に入り

青森大林区署を振り出しに，

昭和3年山林局業務課から欧

米に留学され，西欧の林業技

術の導入をはかり，わが国の

国有林経営の戦前の困難な時

期に指導的立場にあった。ま

た，森林施業案技術者として

技術者運動を推進した人であ

る。

本書の椛成については，本

誌の巻末に広告が掲載されて

いるのでこれによっていただ

きたい。その内容をかいつま

んで紹介しよう。

第1部の「独逸国における

森林施業」は当時のドイツの

各州（プロイセン・ザクセン

・チューリンゲン・ヘッセン

・バイエルン・ヴルテンベル

ヒ）の森林と施業の概要を説

明し，つぎにドイツで実行さ

れているおもな天然更新作業

法が説明されている。

第2部の「独填瑞等林業視

察記録」は著者がド9イツ・オ

ーストリー･スイス･イタリー

などの各地の課林現地を視察

し調査研究した際の日記を集

録してある。その際著者は

まず各国，各州の山林局を訪

れ，林業事情一般や森林管理

組織などの概要を鯛査し，で

きれば大学をたずねて意見交

換を行ない，つぎに現地の山

林を視察して地況・林況・森

林施業などをくわしく記録

し，考察を加えている。その

綿密な観察と美しい名文によ

る描写と叙述は読者に現地を

よく紹介して余りあるものが

ある。とくにザクセンの施

畠麺麗語溌
蟻p一
一
派
色 太田勇治郎著

q

1
，L

太田舅治郎先生遣

稿集刊行会編纂

＝角

這轍一?－－建壹ﾐ＝一
頁や

~垂曲

二

I秘
一一

グラシンペーパー×2,000

菓子折を開くと半透明の薄紙がまず目に

入る。グラシソペーパーである。薬包紙と

してもなじみが深い。

ヘミセルロース含有量の多い化学パルプ

をゆっくりと粘状叩解後，普通に抄紙され

た紙に適盤かつ均一に水打ちしてから，段

数の多い蒸気加熱スーパーカレンダーを通

して，再巻上げすると透明簿葉紙ができ

る。昔はスI､ンロールピーターで叩解した

が，現在はスチールバーピーターがほとん

どである。良品質の紙をえる技術上のポイ

保
続
林
業
の
研
究

グ
ラ
シ
ン
ペ
ー
パ
ー

爪 ソトは，抄紙機スピードに制限があり，水

打量が過ぎると紙の耐脂性が悪くなる。ま

たカレンダーが過熱だと蒸発が急速になる

ため紙上に水泡斑点を生じる。水打ちは上

述のダイビングのほかに生乾紙を使用する

方法もある。

鼠この紙の特性は透明度があり，密度が高

く，ピンホールがなく,耐脂性が良いことで

ある。水には弱い。填料を加えて乳白色に

したものもあるが，耐脂性をより良くする

ために化学処理または塗工した紙は耐脂紙

(Greaseproofpaper)といわれる。主と

して油脂性食品包装用である。ついでに紛

らわしい用語を一つ，薬用紙(Medicated

paper)は薬包紙(Pharmacenticalpaper)

とは異なり，ヨードホルムなどの薬品をし

ませた医療用紙または化粧紙をいう。

（林試宇佐見国典氏提供）

A5判568ページ

日本林業調査会

東京都新宿区市谷

本村町28

ホワイトビル内

1976年9月1日発行

定価3,000円
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業，バイエルンの施業，スイ

スの施業の説明は印象的であ

る。スイスとイタリーの紀行

文も美しい。

第3部の「欧州林業組織の

研究」は1930年代のドイツ

林政を法規の原典にあたって

忠実に説明しており，歴史的

な意味をもつ文献である。

第5部は著者の回顧録であ

り，多彩な活躍にいろどられ

た著者の生涯をしのばせると

ともに，本書成立の背景を物

語っている。

著者は昭和初期にドイツで

研鐡を積み，その林業の精

神･原理･技術をわが国の国有

林経営に導入し，活用しよう

と努力された。今日，わが国

では昭和30年代の大面積皆

伐を伴う大増伐時代から脱皮

し，自然保護・環境保全の観

点を取り入れた集約な森林施

業の模索が始まっている。こ

の時期に本書が出版され，そ

れによってドイツやスイスの

森林施業の詳細な紹介と説明

が行なわれたことは有意義で

あると考える。本書に紹介さ

れている施業はヨーロッパで

今日も行なわれているもので

あり，研究者や実務家に本書

の熟読を薦めたい。

（中村三省）

一一一▲｣■一一 －－－ ＝ ー一

ir三だ萱〃

続続続続・

ほんとにあるかもしれない話

三方を山にかこまれたKR市は，

緑豊かで静かなたたずまいをみせる

街であった｡古い歴史の街として,こ

こに住む人々は一種の誇りを持って

いたし，大都会のギスギスした生活

に疲れた人たちにとっては，この街

はあこがれの的でもあった｡1960年

代から，名前だけでも「KR市在

住」を願う人々は，市周辺の山々に

殺到し，宅造会社はこま切れの土地

を売りに売りまくった。

市当局が，乱開発に歯止めをかけ

ようと早い時期に立ち上がったのは

賢明であった。意見を聴した学者た

・ちの主張は，全面的な宅造制限と森

林の伐採禁止，自然のそのままの保

存であった。その結果,KR市周辺

の山のほとんどは，人手を入れては

ならない地域に指定されていった。

同時に，市街地の緑化も盛んに進め

られ，あのネリウム・スモーク4号

（本誌369,380,393,402号本欄）

の赤い花は，たちまち街中に広がっ

たのであった。

こんなことがあった。ある山林所

有者が，その持山の裸地にスギを植

えようとした。ところが市当局はそ

れを条例違反として認めない。山に

は人手を入れてはならない，木を植

えることも現状改変であるという解

釈なのである。裸地はそのまま放置

され，時ならずして街から侵入して

きたネリウム4号の繁茂するところ

Iとなった。

こんなこともあった。もう一人の

山持ちは自分の山のツル切りのた

め，カマを腰に山へ出掛けたのだ

が，山の入口で市民たちがこれを見

つけ，ヒステリックに自然破壊者だ

と叫んで,110番する騒ぎとなった。

また，こんなこともあった。古い

屋敷に接する裏山には老大木が枝を

広げていたが，これに枯れ技が目立

って危険なので，出入りの庭師に枝

下ろしをたのんだ。しかし，庭師

は，とんでもない，そんなことをす

れば市から営業停止をくらいますと

逃げてしまう。ある日一陣の風とと

もに太い枝はドサリと落ちて屋敷の

屋根をくだいた。死傷者がなかった

のは，せめてもの幸せであった。

世紀はいつしか21世紀に入って

いた。

ある夏の日，大きな台風がKR市

を通過した。老齢過熱の林では風倒

があいつぎ，市街に通ずる道路も一

時は倒木でストップした。台風後の

山の姿は無残であった。跡地をどう

回復するかが問題となった。市条例

によれば一切手をふれてはならな

い，倒木の擬出さえままならなかっ

た。

あれこれと論議はいつはてるとも

なかった。そのとき，人々は，街に

旺盛をほこるネリウム4号が，荒れ

た山をねらってすでに侵略を開始し

ていることを，まだ知らなかった。

（唯香車）

■

一

誼胃壷壺盲而研
一一一一一

この稲は輻集委員が担当しています

」
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日TIC(東京インターナショナル

センター）へ派遣した。

（ﾛ)林業講習所の依頼により,技術

開発部長代理渡辺宏を講師としてつ

ぎのとおり派遣する。

研修コース名，養成コース専攻科

16期

講義科目空中写真測定法

講義日1月17，20，26，28日

2月2日

場所林野庁林業講習所

レウ福岡県林務部長の依頼により

理事検査部長丸山正を，講師として

つぎのとおり福岡県に派通する。

講義名空中写真測盆

講義日1月25～27日

◎研修員の受入れ

森林航測研修員として，つぎのと

おり本会において研修を実施してい

る。宮崎県林務部林政課技師金丸隆

一氏昭和52年1月10日～3月31日

鹿児島県林務部林政課技師外山祐二

氏昭和52年1月5日～3月31日

’

◎技術奨励事業

帆昭和51年度国有林野事業研究

発表会がn月16，17日東京営林局

会議室において開催され，この入賞

者に対し，林業機械化協会，スリー

エム研究会，本会の三者で，賞品を

進呈した。

（ﾛ)11月18日（木）10～17時本会

会議室において，林木育種協会と本

会の共催で,昭和51年度林木育種研

究発表会を開催した。

◎講師派遣

い林野庁の依頼により,顧問坂口

勝美を昭和51年度コロンボ計画研

修森林造成技術者コース研修の講

師として，昭和51年11月22日，25

昭和52年1月10日発行

林業技術
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札幌営林局 札幌市中央区北2条西1丁目
電話241－1261

局
長

総
務
部
長

経
営
部
長

事
業
部
長

管
内
営岩芦上大余定札恵白苫鵡浦静新厚振日夕大上芦岩営

山、小 夕芦見林
市溪幌庭老牧川河内冠賀内高張張別別沢署

営
/／〃／／〃〃／／／／／／／／〃〃／／／／〃／／／／〃林

署

岩
崎
英

人
見
啓

佐
々
木
苞

岩猪

崎野

樹 治三礦

－

林業技術の解明を目ざし
謹賀新年

天然林施業の

現地定着へ

帯広営林局
〒080帯広市東8条南13丁目

難
日本の緑国有林事業部長五十嵐一明

材質の優れた北海道産

広葉樹をご利用下さい

旭川営林局

局長

総務部長

経営部長

事業部長

相馬昭男

佐藤重勝

田口豊

相川侃

旭川市神楽4条5丁目TEL(代)61-1271
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謹 賀新年
昭和52年1月1日

ことしも活力あふれる緑の森

林づくりに努力する決意であ

ります。旧に倍する御理解御

支援をお願い申し上げます

新
し
い
年
も
、
努
め
ま
す

美
し
い
森
、
活
力
あ
る
林

育
て
る
た
め
に秋
田
営
林
局

総
務
部
長

経
営
部
長

事
業
部
長

局

日本の緑 国有林
長

を黒
川
忠
雄

端
静
夫

小
瀬
川
秀
次

竹
内
文
三

青森営林局
局長吉田雅文
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森林は、木材を生産することだけでなく、ほか

にも①国土を災害から守る．－①水資源を確保

する一③保健休養の場となる－④大気を浄

化する－⑤野生鳥獣の生息・繁殖をたすける

一など、私たちの生活に欠かせない重要な帥

きをしています。国有林は、こうした調氷の機

能が･1･分発抑され、国民経済の安定成長と福祉

j曹進に役立つよう、綿密な計画のもとに、新し

い知識と技術によって管理経営されています。

1
屯

灘
M
J

J､由§ 翻城
Ⅸ
溌
序
脳
夢

濁
可

鰯 露
… ■

二
堂

戸

一
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.画｡

壁
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廷

一

航空写真撮影・写真測量・実地測量全般

調査・設計・地図調製

可言東北測量株式会社
正継代表取締役有 馬

0177（41）8331代

03（851)2495

011(611)4964

0188（62）2489

0272（51）4868

0222（61）7312

0963(81)3666

本社

東京営業所

札幌出張所

秋田出張所

前橋出張所

仙台出張所

熊本出張所

青森市合浦1丁目2番16号

東京都千代田区神田和泉町1－6太庇lビル

札幌市中央区北1条西18丁目1番地

秋田市山王4丁目2番3号（秋田県自治会館内）

前橋市小相木町195-1

仙台市春日町5番8号阿部重組ビル内

熊本市水前寺6丁目31番27号（奥村ピル）

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｅ
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Ｅ
Ｅ
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Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
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水も限bある資源です

森林は大きな緑のダム

芦
ノ
湖
と
周
辺
の
国
有
林

東 京営林局

東京都品川区_上大崎2-24-6
東京03（492）9151

〒141

TEL.
日本の緑･国有林



識灘蕊蕊鐵瀧鍵識議蕊鍵識

ヒノキ人工林（上松営林署管内）

長野市栗田715の5

TEL(0262)26-1211 長野営林局



新しい住宅プランに

みどりの山づくり
I

四
国
の
国
有
林

木材の生産

国民の保雌休養

国土の保全に

貢献する国有林一

材
を
‐

名古屋営林局

名古屋市中区三の丸

二丁目6－1

TEL(052)951-6121

高知市丸ノ内1-3-30
日本の緑･国有林

高知営林局日本の緑･国有林

一

写真測量･実測･設計
上

地図調製
豊かな資源づくり

大阪営林局管内の国有林

は，国土の災害防止，水

資源のかん養，保健休誕

の場の提供，環境浄化と

いった公雛的機能と，懲

らしに欠くことのできな

い木材を生産する経済的

機能を，いつも高度に発

揮することを考えて経営

しています。

取蹄役社長後騰静

大阪営林局 富士測量株式会社
大阪市東区法円坂町6-20

電話06-943-6711 大阪市天王寺区伶人町65TEL(771)5422-5424
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箱
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〒
汕
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賀

関
第
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・
国
有
林
事
情
第
三
章
・
公
有
林
事
情
第
四
章
・
私
川

有
林
事
情
第
四
部
・
国
有
林
経
営
要
義
／
第
一
編
・
国
有
林
の
成
立
川

第
二
編
・
国
有
林
の
管
理
第
三
編
・
国
有
林
の
施
業
計
画
第
四
Ⅲ

編
・
国
有
林
管
理
経
営
の
実
施
第
五
編
。
林
業
労
働
第
五
部
・
回
叩

想
と
年
譜
解
題
・
あ
と
が
き

州
室

「
低
成
長
」
経
済
下
で
新
た
な
再
編
を
迫
ら
れ
て
い
る
木
材
産
業
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
べ
き
か
。
外
材
輸
入
や
国
内
森
林
資
源
と

の
関
連
、
大
資
本
を
中
心
と
す
る
住
宅
産
業
と
の
か
か
わ
り
を
中
心

に
、
ハ
ウ
ス
弱
計
画
や
「
木
造
在
来
工
法
と
森
林
資
源
を
守
る
連
絡
協

議
会
」
の
最
近
の
動
き
ま
で
も
視
野
に
入
れ
、
木
材
産
業
の
実
態
と
在

る
べ
き
方
向
を
と
ら
え
た
、
流
通
問
題
の
権
威
者
に
よ
る
共
同
研
究
の

画
期
的
成
果
を
こ
こ
に
お
と
ど
け
す
る
。
（
新
刊
・
発
売
中
）

'11
危
機
の
現
状
と
展
望

Ｂ
６
判
九
○
○
円
〒
Ⅷ

一

〒162東京都新宿区
市ケ谷本村町28
ホワイトピル

日本林業調査会
電話（269）3911番
振替東京6-98120番
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年謹賀

▲

本社東京都杉並区阿佐谷北3－41－12
〒166TEL(339)2191

士
ロ取締役社長鈴木 惣

大和測 量 設計株式会社
本社東京都杉並区宮前4－26－29

〒 168TEL（334）3311
取締役社長瀬川秋男

芦

大 成測 量 株式会社
本社東京都世田谷区深沢5－22－9

〒158TEL（703）1321
取締役社長会木良一
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著
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が
、
あ
る
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は
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ッ
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追
跡
し
、
あ
る
と
き
は
北
山
台
杉
に
そ
の
存
在
意
義
を
問
い
、
と
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に
は
明
る
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草
原
や
雑
木
林
で
憩
い
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が
ら
、
全
国
の
森
林
帯
を
坊

裡
し
、
林
業
の
原
点
で
あ
る
森
林
と
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京大救授岸根卓郎博士著(正しい統計の理論と応用）

鵠鰡統計理論再版鍋f淵謹鐇龍
議統計学第8版雀職;M蝋棚
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元農難技術
研究所長

B6上製
2000頁

河田党博士黙蕊共著新刊

職鵬|定価'万2千円謹斜‘“”’
｜学測言J森 赫言壬 版林業にも共通すべき病虫害と‘公害防除の最新辞典

第1部総論には病虫害と変遷、防除器材、防除組織と計画

（発生予察）、農薬の影響、残留謬性、土製への蓄秋等、

第2部病害の総論には病気と病徴、病原と性質、病気の発

生、病気の防除等、各論には普通作物、飼料作物、持剛作

物野菜、果樹、花卉の各病審684鞭の病状､病原、防|縦法を、

第3部虫害の総論には虫害の本質、害虫の性質・種類．発

生と予察、害虫防除の共通事項、各論には第2部病害に準

ずる各作物につき553砿の害虫及び害獣に亘り被害と特徴

生態、防除法、第4部農薬の総論には、意義、種類、作用

使用形態、使用法各論には殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺菌剤

除草剤、植物生腱調節剤、殺そ忌避剤と誘引剤、農薬肥料

展請剤、第5部防除機械、付録＝関係諸表と、索引は総論

和名、英名、学名、ウイルス橘、農薬、腱薬原体化学箱、

防除機の8種類に分ち、必要蛎項は目次と之等索引によI)

随時辞番的に解得で･きるよう綱成の独創的活用大典。

京都府立大教授大隅真一博士他専攻家3氏共著
A5k"440頁･IZI64版・定価2500円・送料280円

林業技術の近代化を目指して、章を緒論、樹木の測定、林
分のi;l･ill1、火面識の森林蓄横の澗査に大別し、従来の所洲
「測樹学」から脱皮して最新の計測技術を導入して、全く
新しい学問として体系化された画期的の測樹学を確立。

林業経営計算学
鳥取大助教授栗村哲象博士著第3版
A5上製400X･図30版・定価2000,円・送料200円

従来の‘休価算法較利学を徹底的に再検討し、近年急速に

発展せる会計学を取入れ、編を総論、林業個別管理会計
論、林業総合笹哩会計に大別し、林業管理会計論を体系
化して、現時最も進歩した合理的林業経営計算を詳述。発行蕊甕要灘;淵騨ョ

株式
会社 養賢堂

坊●



’
強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性
仕上り、すべてに優れた製品

強靭性・寸法安定性平面性・保存性・耐久
性のすぐれたポリエステルフイルムベースの

ケミカルマット加工をしだ製図用合成紙

、蒸気機関車にも似て、ダイナミックな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理

化スビードア､ソブに御利用下さい。

東京都新宿区新霜2－7－｜TELO3<354)0361〒'60

－－－－一大阪TELO6(772)1412･名古屋TELO5Z<822)5121

(631)4421．福岡TELO92(271)0797･埼玉TELO488(24）1255
2(61）2902・仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68)5612

と（口スアンーゼルス）･スイスきもと（チューリッヒ）

●本社
－

願H株式会社きちと
札幌TELO11(631)4421・福岡TE

広島TELO822(61)2902・仙台TE

アメリカきもと（ロスアンーゼノレス）

藷毒蓋窪ま…装窒寒寒

１
彰毒宰宰琴琴琴宰霧…霧診琴尭多宰宰毒宰巽多妄多巽喜美爵琴鐸毒宰塞宰毒塞葵多妄多巽多霊巽

破れない第二原図用感光紙

g′フソ刊,月〃ﾛ。

破れない合成紙
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	表1

	表2

	1977年1月号目次

	年頭所感

	新春対談_自然・人間そして林業(手束平三郎・四手井綱英)

	鉢物育成の楽しみ_小品盆栽のすすめ

	鉢物育成の楽しみ_カンラン

	鉢物育成の楽しみ_松の接木

	鉢物育成の楽しみ_サボテンの世界
 
	第23回(1976年)森林・林業写真コンクール優秀作品(白黒写真の部)紹介

	私の旧道散歩-晩秋の七ヶ宿街道

	大自然との接点_ダムサイトの地質調査_
黒四ダムの思い出

	植物の性12カ月Ⅹ_なぜ種子ができないの？

	ヤクスギの長寿と杢

	技術情報

	農林時事解説_昭和50年度食料需給表の概要／統計にみる日本の林業_不況下の林家経済／現代用語ノート_ポスト四次防

	ミクロの造形／本の紹介_保続林業の研究／こだま_続続続続・ほんとにあるかもしれない話

	協会からのお知らせ

	奥付対向
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	50頁(広告)

	51頁(広告)

	52頁(広告)
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	54頁(広告)

	55頁(広告)

	56頁(広告)

	表3

	表4


